
【
研
究
ノ
ー
ト
】

　　

@　

｢
州
に
お
け
る
独
立
国
と
し
て
の
小
国
の
地
位
（
続
）

ー
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
E
U
市
民
意
識
、
中
立
政
策
、
多
元
社
会
を
め
ぐ
っ
て
i

若
松

新

　
　
　
目
次

旧
稿
”
欧
州
に
お
け
る
独
立
国
と
し
て
の
小
国
の
地
位
ー
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
の
言
語
、
軍
隊
、
通
貨
を
め
ぐ
っ
て
一

は
じ
め
に

a
．
言
語
と
人
ロ
ー
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
教
育
事
情
を
含
む
一

　
　
　
　
　
（
1
）

b
．
軍
隊
と
国
土
1
⊥
八
国
の
国
防
費
に
つ
い
て
の
考
察
を
含
む
一

。
．
通
貨
と
G
N
P
l
「
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
き
欧
州
」
を
含
む
l

d
．
本
稿
が
示
唆
す
る
逆
説
・
少
数
説
に
つ
い
て

お
わ
り
に
（
以
上
第
5
1
号
）

（
2
）

本
稿
は
じ
め
に

a
．
E
U
市
民
（
国
舞
8
巴
ω
o
げ
。
ご
三
8
ω
σ
口
「
o
q
Φ
「
）
の
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」

b
．
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
中
立
政
策
の
変
容

。
。
「
多
元
社
会
」
の
認
知
ー
イ
デ
登
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i
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多
元
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」
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え
て
一

お
わ
り
に
ー
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ク
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ン
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は
じ
め
に

　
旧
稿
I
l
本
誌
の
第
5
1
号
の
a
．
　
　
で
は
、
「
人
口
約
二
九
万
人
か
ら
な
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
を
話
す
言
語
集
団
（
他
に
定
住
外
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、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

国
人
が
約
九
万
九
千
人
在
住
）
に
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
民
族
と
い
う
概
念
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
捉
え
た
。
だ
が
そ
の
後

　
（
4
）

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
実
の
と
こ
ろ
、
一
九
二
〇
年
代
と
三
〇
年
代
に
は
、
「
国
民
（
民
族
）
感
情
（
Z
帥
け
δ
轟
戯
駄
警
三
が
存
在
し
て

い
た
。
そ
れ
故
に
（
過
去
の
一
時
期
に
せ
よ
）
民
族
的
な
も
の
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
は
言
い
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日

の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
な
る
ほ
ど
「
国
民
（
民
族
）
感
情
」
は
存
在
す
る
が
、
排
他
的
な
民
族
主
義
の
感
情
は
「
希
薄
」
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
け
だ
し
第
一
に
、
人
口
約
二
九
万
人
か
ら
な
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
そ
も
そ
も
一
定
人
数
以
上
の
純
血

人
種
が
存
在
し
な
い
の
で
、
国
粋
主
義
思
想
が
発
展
し
て
、
外
国
人
排
斥
運
動
が
生
じ
る
余
地
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
第
二
の
理
由
は
、
一
般
に
イ
ジ
メ
と
言
う
の
は
、
（
少
数
反
対
意
見
の
自
由
を
芳
し
く
な
い
と
判
断
す
る
）
多
数
派
が
（
少
数

反
対
意
見
を
唱
え
る
）
少
数
者
を
、
白
眼
視
す
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
場
合
が
多
い
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
場
合
に
は
外
国
人
が
三
〇

～
四
〇
％
も
住
ん
で
お
り
、
そ
れ
だ
け
を
考
え
る
な
ら
ば
「
外
国
人
に
対
す
る
反
感
・
差
別
・
憎
悪
」
な
ど
が
、
な
る
ほ
ど
生
じ
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
（
人
口
約
二
九
万
人
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
を
擁
す
る
）
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
い
う
国
家
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

人
口
九
九
八
万
人
の
ベ
ル
ギ
ー
、
人
口
八
、
一
四
九
万
人
目
ド
イ
ツ
、
人
口
五
、
六
六
二
万
人
目
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
三
つ
の
大
国
に
よ

っ
て
、
四
方
を
囲
ま
れ
て
い
る
。
国
境
を
越
え
れ
ば
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
人
は
極
め
て
少
数
者
と
な
る
。
そ
こ
で
、
少
数
派
た
る
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
人
が
、
（
有
色
人
種
に
対
す
る
差
別
は
と
も
か
く
と
し
て
も
）
多
数
派
た
る
諸
外
国
人
、
と
り
わ
け
欧
州
連
合
（
E
U
）



欧州における独立国としての小国の地位（続）

加
盟
国
の
国
民
を
敵
視
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
あ
り
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
の
理
由
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
で
は
㌔
高
い
失
業
率
（
一
九
九
四
年
現
在
、
九
・
六
％
）
を
抱
え
た
経
済
的
不
況
期
の
今
日
、
ネ

オ
●
ナ
チ
が
台
頭
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
経
済
的
に
豊
か
で
あ
り
、
失
業
率
は
二
・
七
％
（
一
九
九
四

年
）
と
少
な
い
・
そ
こ
で
・
外
国
人
も
包
摂
し
う
る
と
思
わ
畿
・
つ
ま
り
・
一
方
で
ド
イ
ツ
で
は
、
一
つ
の
排
他
的
な
民
族
意
識
に

よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
た
一
部
の
過
激
派
が
、
（
例
え
ば
、
ト
ル
コ
人
の
よ
う
な
）
宗
教
も
毛
色
も
違
う
弱
者
た
る
少
数
者
を
排
除
す
る
の

が
、
ネ
オ
・
ナ
チ
に
特
徴
的
な
民
族
主
義
の
「
負
の
側
面
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
排
他
的
な
民
族
帰
属
意
識
（
い
わ
ゆ

る
国
粋
主
義
思
想
）
か
ら
自
由
な
（
良
い
意
味
で
の
V
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
民
族
意
識
i
少
な
く
と
も
国
民
感
情
な
い
し
国
民
意
識

－
は
、
存
在
す
る
と
見
た
方
が
良
い
。

　
こ
こ
で
「
国
民
感
情
」
な
い
し
「
国
民
意
識
」
と
は
、
例
え
ば
、
そ
れ
ま
で
ア
ル
ペ
ン
・
ス
キ
ー
W
杯
総
合
優
勝
四
度
の
経
験
を
持

っ
て
い
た
が
、
五
輪
大
会
で
メ
ダ
ル
を
ど
う
し
て
も
取
れ
な
か
っ
た
マ
ル
ク
・
ジ
ラ
ル
デ
リ
（
ζ
費
o
O
マ
鴛
魁
Φ
霞
一
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
）
が
、
一
九
九
二
年
の
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
冬
季
五
輪
大
会
で
、
男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転
と
男
子
大
回
転
の
二
種
目
で
、
銀
メ
ダ
ル
を

さ
つ
や
認
っ
た
途
を
・
逸
つ
感
情
を
指
す
・
ま
た
・
ル
ク
セ
・
ブ
ル
ク
人
が
持
つ
愛
国
心
の
（
日
常
的
な
）
源
泉
は
、
お
そ
ら
く

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
と
い
う
（
唯
一
の
）
母
国
語
を
用
い
る
共
通
性
で
あ
ろ
う
。
人
口
が
約
二
九
万
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
共
通
の

（
諸
外
国
人
に
は
理
解
で
き
な
い
）
言
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
小
国
の
独
自
性
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
の
連
帯
意
識
に
と

っ
て
、
比
類
な
き
貢
献
を
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
は
彼
ら
の
母
国
語
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
へ
の
愛
着
と
母
国
ル
ク
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
∀

ン
ブ
ル
ク
へ
の
愛
国
心
は
、
過
去
に
お
い
て
と
同
じ
よ
う
に
、
今
後
之
も
失
わ
れ
な
い
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
・
E
U
市
民
（
¢
§
ω
耳
ぴ
q
Φ
告
凶
雪
ω
。
；
①
d
議
）
と
し
て
の
・
共
通
し
た
「
E
U
固
有
の
連
帯
蕪
」
も
ル
ク
31



セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
は
、
将
来
的
に
は
併
せ
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
「
E
U
市
民
と
し
て
の
連
帯
意
識
」
を
論
じ
る
の
は
、
時
期
尚

早
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
E
U
の
舞
台
で
対
外
政
策
を
、
小
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
積
極
的
に
推
し
進
め
て
き
た
、
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
立
場
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
け
だ
し
換
言
す
れ
ば
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
小
国
で
あ
る
が

故
に
、
こ
の
国
の
将
来
を
考
え
る
な
ら
ば
・
積
極
的
二
一
＝
。
わ
ば
「
外
交
齢
」
を
目
指
さ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
・

32

a

E
U
市
民
（
国
霞
o
b
鐵
ω
o
げ
Φ
⊂
巳
。
昌
。
。
び
口
『
σ
q
臼
）
の
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」

　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
は
、
図
表
1
お
よ
び
図
表
2
が
示
す
よ
う
に
「
自
国
政
府
が
単
独
で
『
E
U
域
外
の
諸
国
に
対
す
る
対
外
政

策
』
と
『
防
衛
政
策
』
を
遂
行
す
る
よ
り
も
、
E
U
と
共
同
で
遂
行
す
べ
し
」
と
考
え
る
程
度
が
、
E
U
加
盟
一
五
箇
国
の
中
で
極
め

て
高
い
諸
国
の
内
の
一
つ
に
属
す
る
と
、
世
論
調
査
の
結
果
は
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
E
U
の
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」
が
直
ち
に
遂
行
で
き
る
か
は
、
．
第
一
に
図
表
2
が
示
す
よ
う
に
、
一
五
箇
病
中
六
箇
国

ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
　
に
お
い
て
、
自
国
固
有
の

「
防
衛
政
策
」
の
実
現
を
求
め
る
声
が
大
き
い
こ
と
、
第
二
に
「
防
衛
政
策
」
は
加
盟
各
国
の
応
潜
的
利
益
に
関
わ
り
、
そ
の
場
合
に

は
（
小
国
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
拒
否
権
を
行
使
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
確
か
に
疑
問
視
で
き
る
。

　
一
九
九
二
年
二
月
七
日
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
第
J
．
四
条
第
一
項
は
、
「
共
通
の
対
外
・
安
全
保
障
政
策
は
、
E
U
の
安
全
保

障
に
関
わ
る
包
括
的
な
問
題
を
含
み
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
共
同
防
衛
政
策
（
α
q
①
目
①
冒
ω
帥
ヨ
①
　
＜
①
苧

け
①
一
国
一
α
q
巨
ゆ
q
呂
。
勘
考
”
①
　
o
o
ヨ
ヨ
8
　
α
駄
Φ
昌
。
①
　
O
o
一
一
〇
《
）
の
確
定
も
含
ま
れ
、
将
来
的
に
は
共
同
防
衛
（
ひ
q
Φ
ヨ
①
ぎ
ω
帥
∋
①
　
＜
①
雫



欧州における独立国としての小国の地位（続）

図表1：「陀U域外の詰国に対する対外政策」を自国政府が単独で行うべきか、

　　　　EUと共同で行うべきか」についての、　EU加盟15箇国における世論調

　　　　査の結果

オーストリア

ベルギー

デンマーク

フィンランド

フランス

ドイツ

ギリシャ

アイルランド

イタリア

ルクセンブルク

オランダ

ポルトガル

スペイン

スウェーデン

イギリス

EU15箇国の平均

0 20　　　　40　　　　60　　　　80　　　100　　（％）

■各国政府

躍翻EU

〔コわからない

　　　　　　出典：Standard　Eurobarometer　43，丘eldwork：Aprn／May　l995．

　本図表は、Paul　h1置，0”伽1己oα4如B卿∬gな7物6」％’耽α’1）伽例吻πげ、4κs’”α徳，鐸％’伽4、

σ”4Sω84θ”、ノL‘α嬉sj∂πホo漉θE％πψβσ”【加‘oπ，　BrallmOler，1995，　p．364．による。
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図表2： 「『防衛政策』を自国政府が単独で行うべきか、EUと共同で行うべきか」

についての、EU加盟15箇国における世論調査の結果

オーストリア

ベルギー

アンマーク

フィンランド

フランス

ドイツ

ギリシャ

アイルランド

イタリア

ルクセンブルク

オランダ

ポルトガル

スペイン

スウェーデン

イギリス

EU15箇国の平均

0 20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　100　　（％）

■各国政府
睡翻EU

□わからない

　　　　　　出典：Standard　Eurobarometer　43揖eldwork：Apri1／May　1995．

　本図表は、P．　hlif，　ibid．（scheme　1），p．365．による。

　なお、トルコとの間にキプロス紛争を抱えるギリシア、イギリスとの間に北アイルラン

ド問題を抱えるアイルランド（とイギリス）を除いて考えると、EU国家群の周縁部に位

置する国家の場合には、単独で防衛政策を遂行すべしという世論の要請が強く、大国であ

っても独、仏のようなEU国家群の中心部に位置する国家の場合には、　EUと共同防衛（政

策）を遂行すべしという世論の要請が認められる。これは安全保障の「地政学」的な側

面一つまり、EUの中心部に近い国家では、　EU域内で安全保障体制が充実すれば、域外

から侵略される可能性が逓減するのに対して、EUの周辺部に位置する国家では、　EUの共

同防衛（政策）の充実いかんにかかわらず、外部から侵略される可能性を勘酌して、独自

の国防政策を採る必要があるということ一の故に、致し方のない傾向であろう。
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（
1
1
）

什
蝕
岳
ぴ
q
量
α
q
一
騨
8
ヨ
9
0
口
匹
似
①
昌
。
Φ
）
に
至
り
う
る
も
の
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
「
共
同
防
衛
政
策
」
と
は
一
説
に
よ
れ
ば
、
（
E
U
周
辺
国
で
あ
る
）
英
国
と
オ
ラ
ン
ダ
が
提
案
し
た
文
言
で
あ
り
、
「
例
え

ば
、
防
衛
ド
ク
ト
リ
ン
、
防
衛
機
密
情
報
、
意
見
交
換
、
訓
練
、
装
備
と
い
っ
た
、
国
防
政
策
の
起
草
、
方
向
性
に
つ
い
て
の
協
力
」

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
「
共
同
防
衛
」
と
は
、
（
E
U
大
陸
の
中
心
部
に
位
置
す
る
）
独
仏
の
示
唆
に
基
づ
く

概
念
で
あ
り
、
「
相
互
の
防
衛
へ
の
関
与
、
軍
事
的
統
合
、
最
終
的
に
は
一
定
の
作
戦
調
整
作
用
、
共
同
軍
事
部
隊
へ
の
参
加
の
可
能

性
を
含
む
、
極
め
て
密
接
な
防
衛
協
力
」
を
指
す
。
両
論
を
併
記
す
る
形
で
「
妥
協
」
を
計
っ
た
の
は
小
国
ベ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
前
者

の
「
共
同
防
衛
政
策
」
は
「
軍
事
同
盟
」
を
含
ま
な
い
。
そ
こ
で
後
者
の
「
共
同
防
衛
」
が
実
現
し
な
い
限
り
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の
中
立
国
の
防
衛
政
策
と
も
両
立
し
う
る
、
と
パ
ウ
ロ
・
ル
イ
フ
（
℃
潜
濃
い
三
h
）
は
解
説
し
て
い
る
。

　
も
と
よ
り
統
一
的
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」
と
い
う
（
究
極
的
な
未
来
に
お
け
る
）
理
想
を
、
（
現
実
感
覚
に
基
づ
い
て
考
え
た
場
合

に
、
具
体
性
が
欠
除
し
て
い
る
が
故
に
）
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
必
然
性
は
な
い
。
こ
の
理
想
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
．
サ
ン
テ

ー
ル
（
富
o
ρ
器
ω
ω
螢
葺
Φ
こ
欧
州
委
員
会
委
員
長
（
前
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
首
相
）
は
、
「
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
、
欧
州
連

合
は
、
共
通
安
全
保
障
政
策
、
究
極
的
に
は
共
同
防
衛
を
誓
約
し
て
い
ま
す
。
［
中
略
］
世
界
の
主
要
国
と
の
協
力
関
係
を
再
構
築
し

た
上
で
、
欧
州
全
体
の
均
衡
と
平
和
を
促
進
す
る
シ
ス
テ
ム
の
建
設
を
、
私
た
ち
は
目
指
し
て
い
る
の
で
す
」
と
、
一
九
九
五
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
θ
o
＜
o
ω
）
で
講
演
し
て
い
る
。
だ
が
、
「
E
C
／
E
U
加
盟
国
の
国
連
総
会
で
の
『
安
全
保
障
』
の
案
件
に
か

か
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
比
率
」
を
示
す
図
表
3
で
も
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
程
度
は
五
五
％
か
ら
二
〇
％
前
後
で
か
な
り
低
迷
し
て
い
る
。

こ
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
E
U
の
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」
の
究
極
的
な
実
現
が
（
遠
い
将
来
に
お
い
て
）
仮
に
出
来
た
と
し
て
も
、

そ
の
実
現
ま
で
に
は
、
相
当
程
度
長
期
の
過
渡
的
期
間
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
「
保
守
的
な
視
点
」
も
兼
備
す
べ
き
で
あ
る
。
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図表3：南アフリカ問題、中東問題、安全保障問題という異なった政策分野につ
　　　　いての、国蓮総会でのEC／EU加盟国のコンセンサスの比率
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0
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　’ｫ一mー
！

、
’

一F鼈
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一　　．．，．＿．．，……◇…・…一・…・◇P　．，．．．・◇

，び

◇’’’” ◇・”層’

1981 1983 1985 1987 1989　1990　1991　1992　1993

＋全投票の平均　　◇　安全保障問題

一△一中東問題　　　　一〇一目アフリカ問題

　出典：P．hlif自身の計算による。1979年、1981年および1983年の基礎的データについて

は、Hanna　Newcombe／Joyce　Lltster／Ruth　Klaassen／Michael　Klaassen／Alhson　Mc－

Naught，　Nadons　on　Recordsl　United　Nadons　Gene田1　Assembly　Ro1トCan　Votes（1978－1983）．

Second　Supplement，　Dundas：Peace　Research　Insdtute，1986。による。1985年以降のデータ

については、「the　Provisiona1　Verbat㎞Records　of　the　UN　Genelal　Assembly（国連総会の暫

定逐語記録）」によって補完された、（国連）総会が採択した決議・決定についての国連年

次印刷物による。
　本図表は、RLu廿，　ibid．（scheme　1），p．279．による。

　
さ
ら
に
E
U
の
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」
を
究
極
的

に
実
現
さ
せ
る
現
実
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、
一
元

的
・
中
央
集
権
的
に
欧
州
委
員
会
委
員
長
が
管
轄
す
る

「
国
際
関
係
の
枠
組
み
」
が
存
在
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

そ
の
現
実
の
権
力
構
造
は
、
英
、
仏
、
独
、
伊
な
ど
の

大
国
の
み
な
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
の

中
規
模
国
家
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
一
九
九
五
年

一
月
一
日
に
新
た
に
加
盟
し
た
旧
中
立
国
、
さ
ら
に
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
小
国
か
ら

な
る
、
大
小
異
な
っ
た
構
成
国
の
二
国
間
交
渉
の
複
層

的
累
積
の
上
に
築
か
れ
た
、
総
体
と
し
て
の
E
U
外
交

の
「
勢
力
均
衡
」
の
上
に
、
E
U
の
「
共
同
防
衛
（
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

策
）
」
が
成
立
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

　
ま
た
経
済
的
な
観
点
か
ら
、
第
一
段
階
の
「
経
済
・

通
貨
同
盟
に
至
る
道
」
を
経
て
、
第
二
段
階
の
「
統
一
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（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
通
貨
（
①
ぎ
プ
色
岳
。
げ
①
　
芝
似
筒
旨
σ
q
）
へ
の
移
行
の
シ
ナ
リ
オ
」
を
描
い
て
み
て
も
、
現
状
で
は
「
強
化
さ
れ
た
共
通
の
通
貨
主
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
（
ぴ
q
Φ
ヨ
①
ぎ
ω
o
ヨ
Φ
を
似
耳
鎖
ひ
q
ω
ω
〇
二
く
①
感
巳
薮
け
）
」
に
過
ぎ
な
い
と
示
唆
で
き
る
。
そ
こ
で
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
E
U
大
使
ジ
ア
ン
ー
ー

　
　
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ー
ゼ
ル
（
冨
四
亭
一
＄
ρ
器
ω
囚
器
9
に
よ
れ
ば
、
通
貨
政
策
上
は
「
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
第
二
段
階
〔
一
九
九
九

　
年
一
月
一
日
ま
で
に
実
現
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
通
貨
統
合
と
解
釈
で
き
る
〕
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
経
済
・
通
貨
同
盟
は
未

　
だ
に
確
固
た
る
も
の
で
は
な
い
」
。
さ
ら
に
、
政
治
的
に
共
同
防
衛
（
政
策
）
を
見
れ
ば
、
そ
れ
も
「
共
通
し
た
政
策
（
α
q
①
ヨ
虫
コ
・

　
舞
ヨ
①
勺
。
年
下
）
で
あ
り
、
統
一
的
な
政
策
（
Φ
ヨ
げ
①
凶
二
三
げ
①
℃
o
§
涛
）
で
は
な
い
」
と
留
保
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

　
　
「
対
外
政
策
上
、
常
に
積
極
的
に
行
動
し
て
き
た
大
国
は
、
未
だ
に
、
（
通
常
、
E
U
の
首
都
と
見
な
さ
れ
る
）
プ
ル
ッ
セ
ル
の
委
員
会

　
を
、
こ
の
（
対
外
政
策
上
の
観
）
点
で
信
任
す
る
覚
悟
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
J
1
1
J
・
カ
ー
ゼ
ル
は
疑
問
視
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
∀

㈹
　
る
。
特
に
「
防
衛
の
領
域
と
否
応
な
し
に
結
び
付
く
対
外
政
策
で
は
」
こ
の
傾
向
が
強
く
認
め
ら
れ
る
と
言
う
。

雌
　
　
つ
ま
り
最
終
的
に
続
↓
的
な
（
も
し
く
は
十
日
齢
し
た
）
合
意
内
容
を
確
認
し
、
執
行
す
る
の
は
、
な
る
ほ
ど
欧
州
委
員
会
委
員
長
の

廊
役
割
か
も
し
れ
な
い
．
し
か
し
、
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
出
身
の
現
J
・
サ
ン
テ
ル
・
U
政
権
は
、
ト
・
プ
・
ダ
ウ
ン
で
物
事
を
即

ゆ
決
す
る
・
い
一
も
ボ
よ
・
ア
・
プ
で
構
築
さ
れ
た
馨
的
諸
利
益
の
集
成
物
が
響
な
す
（
刹
那
的
な
）
づ
フ
ン
ス
の
上
に

殴
立
つ
「
E
u
の
旗
手
」
と
い
え
る
で
あ
ろ
九
し
か
も
．
」
の
虫
食
ボ
ト
ム
は
多
元
的
で
あ
る
。
特
に
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」
の
場

髄
　
合
に
は
、
複
数
の
大
国
間
で
の
主
導
権
争
い
は
熾
烈
で
あ
る
と
言
え
る
。

概，

u
土
ハ
同
防
衛
（
肇
」
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
大
国
の
主
導
権
性
・
建
饗
ば
、
一
九
八
七
年
に
発
足
し
た
「
独
仏
旅
団

墜
国
『
塾
昌
。
？
。
Φ
憎
一
・
U
H
凶
・
q
・
。
血
Φ
）
」
に
起
源
を
鷺
一
九
九
葦
に
フ
．
フ
ン
ソ
ワ
．
，
ッ
，
ア
．
フ
ン
（
閃
『
鋤
5
㊨
。
凶
ω
葺
け
①
『
『
餌
昌
畠
）
五
大

　
　
統
領
と
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ー
ル
（
鵠
Φ
巨
葺
　
閑
〇
三
）
独
連
邦
首
相
が
提
唱
し
て
発
足
し
た
、
「
欧
州
常
備
軍
（
誓
①
　
国
ξ
o
需
き
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O
o
ぢ
ω
）
」
の
編
成
過
程
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
独
仏
両
国
は
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
に
「
独
仏
旅
団
」
を
拡
大
し
て
「
欧
州
常
備

軍
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
欧
州
各
国
は
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
も
の
の
緩
慢
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
六
月

に
ベ
ル
ギ
ー
が
参
加
を
表
明
し
、
一
九
九
四
年
五
月
に
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
提
案
に
同
調
し
、
一
九
九
四
年
七
月
に
ス
ペ
イ
ン
が
続

い
た
。
「
欧
州
常
備
軍
」
の
本
部
は
仏
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
置
か
れ
、
一
九
九
五
年
六
月
現
在
、
五
万
人
弱
の
規
模
の
兵
力
（
う
ち

三
軍
一
八
、
五
〇
〇
、
仏
軍
一
〇
、
三
〇
〇
、
ベ
ル
ギ
ー
六
九
、
六
〇
〇
、
ス
ペ
イ
ン
軍
四
、
五
〇
〇
、
旧
「
独
仏
旅
団
」
五
、
二
五

〇
）
を
備
え
、
一
九
九
五
年
一
一
月
に
は
作
戦
準
備
態
勢
が
整
っ
た
。
こ
の
「
欧
州
常
備
軍
」
は
「
西
欧
同
盟
（
W
E
U
）
対
応
部
隊

（
国
〉
ぐ
『
国
d
「
”
聞
O
「
O
①
》
毒
煙
①
噌
ρ
げ
一
Φ
θ
O
ぐ
引
国
ご
）
」
と
し
て
、
一
九
九
三
年
五
月
の
W
E
U
ロ
ー
マ
閣
僚
会
議
で
正
式
に
発
足
し
た
。

そ
の
数
箇
月
前
の
一
九
九
二
年
一
一
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
若
干
の
批
判
を
経
て
、
N
A
T
O
構
成
国
に
対
す
る
攻
撃
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

や
、
共
同
で
行
う
平
和
維
持
活
動
に
際
し
て
、
「
欧
州
常
備
軍
」
が
N
A
T
O
の
指
揮
下
に
入
る
こ
と
で
、
独
仏
両
国
は
合
意
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
他
の
諸
国
も
、
独
自
に
「
W
E
U
対
応
部
隊
」
を
編
成
し
た
。
一
九
九
三
年
五
月
の
W
E
U
ロ
ー
マ
閣
僚
会
議
で
は
、

（
既
に
一
九
七
三
年
五
月
目
設
立
さ
れ
て
い
た
）
「
英
国
・
オ
ラ
ン
ダ
水
陸
両
用
部
隊
（
9
Φ
b
d
円
竃
ω
ゴ
ー
∪
暮
6
げ
＞
B
娼
げ
筐
。
⊆
ω
「
o
「
o
o
）
」

も
、
「
W
E
U
対
応
部
隊
」
に
な
る
と
宣
言
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
五
年
五
月
の
W
E
U
リ
ス
ボ
ン
閣
僚
会
議
で
は
、
仏
、
伊
、
ス

ペ
イ
ン
が
、
E
U
南
部
1
1
地
中
海
方
面
で
の
有
事
・
紛
争
に
備
え
て
、
「
陸
上
合
同
即
応
部
隊
（
〉
噌
ヨ
《
｝
o
日
暮
青
碧
己
菊
＄
9
一
〇
コ

司
。
『
o
①
（
笹
蟹
d
）
」
と
「
欧
州
海
上
部
隊
（
国
霞
8
①
睾
竃
費
三
ヨ
①
「
霞
。
Φ
（
≦
－
国
ご
）
」
を
結
成
す
る
た
め
の
設
立
文
書
に
署
名
し
た
。

両
部
隊
も
「
W
E
U
対
応
部
隊
」
と
し
て
優
先
的
に
使
用
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
N
A
T
O
の
傘
下
で
も
実
働
部
隊
と
し
て
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

し
う
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
両
部
隊
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
下
の
と
こ
ろ
で
は
、
多

元
的
な
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」
が
重
層
的
・
複
層
的
に
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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欧州における独立国としての小国の地位（続）

　
現
状
に
お
い
て
E
U
の
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」
の
実
現
は
、
西
欧
同
盟
（
W
E
U
）
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
西
欧
同
盟
は
「
E
U

の
〔
防
衛
政
策
的
な
〕
展
開
に
と
っ
て
の
統
合
的
構
成
要
素
」
で
あ
り
、
「
E
U
の
防
衛
政
策
上
の
枠
組
み
に
か
か
わ
る
決
定
と
行
動

を
作
り
上
げ
、
実
行
に
移
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
」
機
関
で
あ
る
（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
第
J
．
四
条
第
二
項
目
。
マ
！
ス
ト
リ
ヒ

ト
条
約
の
最
終
文
書
の
宣
言
に
よ
れ
ば
、
（
そ
の
正
規
の
全
て
の
加
盟
国
が
E
U
に
加
盟
し
て
い
る
）
西
欧
同
盟
の
加
盟
国
は
「
純
粋

に
欧
州
の
安
全
保
障
と
防
衛
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
発
展
さ
せ
て
、
よ
り
大
き
な
欧
州
の
（
立
場
で
）
防
衛
問
題
に
つ
い
て
の
責

任
を
担
う
こ
と
に
同
意
し
た
。
こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
継
続
的
な
段
階
（
ω
竺
8
Φ
。
・
ω
ぞ
①
9
p
ω
Φ
ω
”
ヨ
。
腎
臼
①
凶
亀
Φ
ヨ
9
。
巳
臼
，

h
9
α
q
Φ
＆
Φ
勺
ゴ
鋤
ω
Φ
づ
）
を
含
む
漸
次
的
な
プ
ロ
セ
ス
（
o
ひ
q
轟
α
ロ
早
落
o
o
8
ω
”
①
葺
ω
o
ぼ
律
≦
⑦
凶
ω
夢
中
o
N
①
ゆ
）
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ

　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
」
も
の
で
あ
る
。

　
究
極
的
な
E
U
共
同
防
衛
体
制
の
下
で
も
「
E
U
市
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
、
も
し
く
は
「
E
U
市
民
の
連
帯
意
識
」

は
、
生
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
冷
笑
す
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
だ
が
「
共
同
防
衛
（
政
策
）
」
を
遂
行
し
、
E
U
市
民
に
E
U
構
成

国
の
一
員
と
し
て
戦
場
で
生
命
を
捧
げ
る
こ
と
を
要
求
す
る
た
め
に
は
、
A
・
D
・
リ
ン
ゼ
イ
（
｝
9
い
恩
給
鋤
覧
が
説
く
旧
い

麩
に
基
づ
け
ば
・
「
E
u
に
対
す
る
共
通
の
愛
国
心
」
に
訴
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
九
そ
こ
で
、
究
極
的
に
幾
世
代
か
後
の
遠

い
将
来
に
は
・
コ
種
の
欧
州
合
衆
国
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
9
吋
一
昌
α
O
h
d
昌
一
け
①
血
ω
け
帥
け
Φ
ω
O
h
閏
リ
ロ
「
O
℃
①
）
」
に
対
す
る
「
E
u
市
民
の
愛
思
」
が
生
ま
れ

る
・
と
推
論
す
る
筆
者
の
見
解
に
も
』
定
限
度
「
道
理
の
癒
」
が
含
ま
れ
て
い
る
恵
、
な
お
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
い
う
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

で
は
、
元
共
産
主
義
者
で
あ
る
ジ
ア
ン
・
キ
ル
（
冨
鋤
づ
囚
竃
）
が
、
『
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
千
年
史
』
を
執
筆
し
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

と
い
う
国
家
は
「
千
年
」
も
続
い
て
い
る
、
と
左
翼
の
側
か
ら
1
国
民
の
歓
心
を
買
う
た
め
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
が
1
愛
国
心

に
満
ち
て
殊
更
に
強
調
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
左
翼
に
（
か
つ
て
）
見
ら
れ
た
国
家
の
「
伝
統
」
軽
視
論
1
つ
ま
り
、
日
本
で
愛
国
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的
左
翼
（
愛
国
的
社
会
党
員
や
愛
国
的
共
産
党
員
）
が
稀
有
で
あ
っ
た
傾
向
一
と
は
、

提
で
、
以
上
の
推
論
は
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

大
き
く
異
な
る
世
論
状
況
が
あ
る
と
い
う
前

40

b
．

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
中
立
政
策
の
変
容

　
一
般
に
、
三
つ
の
タ
イ
プ
の
中
立
政
策
が
あ
る
。

　
第
一
の
タ
イ
プ
の
中
立
政
策
と
は
、
「
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
（
0
8
四
ω
凶
曾
』
）
の
（
一
時
的
、
通
常
の
、
単
純
な
、
特
殊
な
〉

中
立
」
、
つ
ま
り
、
他
国
間
の
特
定
の
戦
争
に
対
す
る
一
国
の
中
立
状
態
で
あ
る
。
国
際
法
は
、
あ
る
一
つ
の
戦
争
に
関
し
て
中
立
を

守
る
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
に
対
し
て
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
当
該
国
家
が
以
前
い
か
な
る
政
策
を
採
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
反
面
、
あ
る
一
つ
の
戦
争
に
お
け
る
「
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
中
立
政
策
」
は
、
他
の
紛
争
に
お
い
て

も
中
立
を
堅
持
す
る
こ
と
を
保
証
し
な
い
。
ま
た
、
ス
イ
ス
が
採
用
す
る
「
永
世
中
立
政
策
」
の
場
合
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時

に
一
定
の
（
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済
的
な
）
中
立
政
策
を
採
る
こ
と
を
、
当
該
中
立
国
に
対
し
て
義
務
付
け
る
も
の
で
も
な
い
。
一

九
〇
七
年
一
〇
月
一
八
日
の
第
二
次
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、
「
ハ
ー
グ
協
定
」
の
第
五
部
「
陸
戦
の
場
合
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

る
中
立
国
お
よ
び
中
立
人
の
権
利
義
務
に
関
す
る
条
約
」
と
第
＝
二
部
「
海
戦
に
お
け
る
中
立
国
の
権
利
義
務
に
関
す
る
条
約
」
に
依

拠
す
る
、
古
典
的
国
際
法
は
、
戦
争
状
態
か
中
立
政
策
か
の
二
者
択
一
の
み
を
許
容
し
、
交
戦
状
態
と
中
立
の
「
中
間
的
政
策
（
例
え

ば
、
好
意
的
中
立
や
非
交
戦
状
態
）
」
を
認
め
な
か
っ
た
。
だ
が
、
↓
九
四
五
年
以
降
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
明
記
さ
れ
た
【
自

（
2
7
）

衛
権
】
に
基
づ
い
て
、
個
別
的
・
集
団
的
自
衛
権
が
認
め
ら
れ
る
と
、
第
三
国
が
侵
略
の
犠
牲
と
な
っ
た
国
を
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
救



欧州における独立国としての小国の地位（続）

坐
す
る
権
利
・
義
務
関
係
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
1
例
え
ば
、
一
九
五
〇
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
時
に
、
日
本
は
国
連
に
未

加
盟
で
あ
っ
た
が
、
国
連
（
韓
国
）
軍
の
側
を
事
実
上
、
支
援
し
、
そ
の
後
、
一
九
五
二
年
六
月
に
国
連
加
盟
を
申
請
し
た
が
、
旧
ソ

連
（
こ
の
戦
争
の
結
果
、
一
九
八
九
年
ま
で
旧
仮
想
敵
国
と
な
っ
た
）
の
拒
否
権
発
動
に
よ
り
遅
延
し
、
よ
う
や
く
～
九
五
六
年
一
二

月
に
正
式
に
国
連
加
盟
を
果
た
し
た
よ
う
に
1
国
際
紛
争
時
に
被
侵
略
国
の
側
に
立
っ
て
、
厳
格
な
中
立
と
紛
争
参
加
と
の
「
中
間

的
政
策
」
を
遂
行
す
る
こ
と
を
、
第
三
国
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
第
二
の
タ
イ
プ
の
、
国
際
法
の
下
に
お
け
る
「
永
世
（
永
久
、
永
続
、
法
的
）
中
立
」
政
策
は
、
当
該
国
に
対
し
て
全
て
の
戦
争
・

紛
争
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
要
求
し
、
ま
た
平
時
に
は
、
こ
の
よ
う
な
中
立
政
策
の
障
害
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
、
全
て
の
（
政
治
的
、

軍
事
的
、
経
済
的
な
）
協
定
へ
の
参
加
、
（
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済
的
な
）
政
策
を
避
け
る
よ
う
に
義
務
付
け
る
。
つ
ま
り
永
世
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

立
国
に
は
、
「
政
治
的
中
立
」
、
「
軍
事
的
中
立
」
お
よ
び
「
経
済
的
中
立
」
の
三
者
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
永

世
中
立
」
政
策
に
お
け
る
平
時
の
権
利
・
義
務
は
、
国
際
法
上
「
法
典
」
化
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
永
世
中
立
」
政
策
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

国
際
「
慣
習
」
法
の
下
に
あ
り
、
政
治
家
と
学
者
の
論
争
の
対
象
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
特
に
経
済
的
独
立
性
を
確
保
す
る
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
関
税
同
盟
や
経
済
同
盟
に
加
わ
ら
な
い
「
永
世
中
立
国
」
に
と
っ
て
の
義
務
は
、
近
年
、
変
更
を
き
た
し
て
い
る
。

け
だ
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
E
U
に
加
盟
し
、
ス
イ
ス
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
E
U
加
盟
を
検
討
し
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
中
立
国
家
で
の
「
中
立
」
の
意
味
が
変
容
し
て
、
「
受
動
的
中
立
（
B
ω
座
ぐ
①
口
①
信
q
国
命
巳
」
の

．
段
階
か
ら
、
「
積
極
的
中
立
（
碧
ユ
＜
①
昌
Φ
仁
q
墨
摺
蔓
）
」
を
経
て
、
「
現
実
主
義
的
対
外
政
策
（
お
巴
韓
h
o
「
山
々
無
煙
鴇
）
」
の
段
階
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

と
変
遷
し
た
と
、
P
・
ル
イ
フ
は
分
析
す
る
。

　
第
三
の
タ
イ
プ
で
あ
る
、
国
際
法
上
の
基
盤
を
持
た
な
い
「
継
続
的
（
慣
習
的
、
習
律
上
の
、
事
実
上
の
）
中
立
」
は
、
「
永
世
中

41



立
」
政
策
が
制
度
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
「
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
中
立
政
策
」
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
。
ス

イ
ス
で
は
、
「
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
中
立
政
策
」
か
ら
「
継
続
的
中
立
」
を
経
て
、
遂
に
は
「
永
世
中
立
」
に
至
る
手
順
を
踏

ん
で
、
中
立
政
策
を
進
化
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
自
国
の
立
場
を
「
継
続
的
中
立
」
政
策
と
典
型
的
に
表
明
し
実
践
的
に
多
か
れ
少

な
か
れ
こ
の
路
線
を
採
る
国
家
は
、
「
永
世
中
立
」
政
策
を
採
用
し
た
場
合
に
生
じ
る
、
平
時
の
国
際
法
上
の
（
政
治
的
、
軍
事
的
、

経
済
的
な
V
義
務
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
。

　
欧
州
で
は
ス
イ
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
、
「
永
世
中
立
」
政
策
を
採
用
し
て
い
る
。
一
方
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
国
際
法
上
の
根
拠
を
持
た
な
い
「
継
続
的
中
立
」
政
策
を
採
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
ラ
ン
ダ
は
か
っ
て
「
継
続

的
中
立
」
政
策
を
採
っ
て
い
た
。
ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
一
九
世
紀
半
ば
に
、
国
際
法
に
則
り
「
永
世
中
立
」
政
策
を
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

凝
し
た
。
だ
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
両
国
は
、
そ
の
「
永
世
中
立
」
政
策
を
放
棄
し
た
。
こ
の
ベ
ル

ギ
ー
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
「
永
世
中
立
」
政
策
の
放
棄
は
、
幾
つ
か
の
段
階
を
経
て
実
施
さ
れ
た
。
最
初
に
両
国
は
国
際
連

盟
に
加
盟
し
た
。
そ
こ
で
両
国
は
国
際
連
盟
規
約
に
明
記
さ
れ
た
、
集
団
的
安
全
保
障
制
度
の
下
で
制
裁
の
実
施
を
合
む
、
国
際
連
盟

規
約
上
の
義
務
を
受
け
入
れ
た
。
第
二
に
ベ
ル
ギ
ー
は
、
一
九
二
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
軍
事
同
盟
を
結
び
、
数
年
後
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー

の
中
立
政
策
は
形
式
上
、
破
棄
さ
れ
た
。
し
か
し
第
三
に
、
一
九
三
八
年
に
な
っ
て
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
と
北
欧
（
Z
o
『
臼
。
）
諸
国

は
、
い
わ
ゆ
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
宣
言
を
起
草
し
、
こ
れ
ら
の
諸
国
（
の
中
立
政
策
）
は
「
（
国
際
連
盟
規
約
上
の
）
制
裁
制
度
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

っ
て
は
拘
束
さ
れ
な
い
」
と
表
明
し
た
。

　
な
お
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
「
永
世
中
立
化
」
政
策
は
以
下
の
順
序
で
廃
棄
さ
れ
た
。
「
第
一
に
、
ド
イ
ツ
は
二
九
一
九

年
七
月
九
日
に
ド
イ
ツ
が
批
准
し
、
国
際
連
盟
規
約
を
含
ん
だ
）
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
一
九
一
九
年
六
月
二
八
日
に
署
名
し
、
ヴ
ェ

42



欧州における独立国としての小国の地位（続）

　図表4：欧州における「中立国家」の成立と消滅の歴史

習律上の中立

　　　　　　　　　　開始　　　　　　　終了

スウェーデン　　　1815－1865一一一一一一→

オランダ　　　　　1839　　　　　1919／1940

アイルランド　　　　1939一一一一一一一一→’

フィンランド　　　1955／56一一一一一一一一一一日

余　　永世中立

　　　　　　　　　　　　　　開始　　　　　　　終了

　　　スイス　　　　　　1815一一一一一一一一一一レ

　　　ベルギー　　　　　1831／1839　　　1919／1925／26／40

　　　ルクセンブルク　　　1867　　　　　　1919／1940

　　　オーストリア　　　　1955一一一一一『一一→レ

本図表は、Paul　Luif氏が作成したもので、　P．　しし砿op．　cit（scheme　1），p．126．による。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

ル
サ
イ
ユ
条
約
第
四
〇
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
た
『
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

大
公
国
の
永
世
中
立
化
の
廃
棄
』
に
同
意
を
与
え
た
。
し
か
し
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
は
署
名
国
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
直
ち
に
拘
束
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
第
二
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
は
一
九
二
〇
年
二
月
に
、
こ
の
立
場
を
維
持
し
た
ま
ま
国
際
連
盟
に

加
盟
を
申
請
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
国
際
連
盟
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ず
、

や
む
な
く
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
無
条
件
で
国
際
連
盟
に
加
盟
し
た
。
し

た
が
っ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
永
世
中
立
政
策
の
廃

棄
に
『
黙
示
の
同
意
』
を
与
え
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
し
か
し
第
三

に
、
国
際
連
盟
加
盟
後
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
で
は
、
当
時
の
憲
法

第
一
条
に
明
記
さ
れ
た
『
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
は
独
立
・
不
可

分
・
不
可
譲
か
つ
永
世
中
立
の
国
家
で
あ
る
』
と
の
規
定
を
、
議
会
が

改
正
し
よ
う
と
試
み
た
が
失
敗
し
た
。
第
四
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
一
九
四
五
年
に
国
際
連
合
、
一
九
四
八
年
に
西

欧
同
盟
（
W
E
U
）
、
お
よ
び
一
九
四
九
年
に
N
A
T
O
の
各
々
の
原

加
盟
国
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
九
四
八
年
に
憲
法
改
正
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
∀

憲
法
か
ら
右
記
の
『
永
世
中
立
』
条
項
を
削
除
し
た
」
。
こ
う
し
て
一
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般
的
に
解
釈
す
る
と
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
政
府
に
と
っ
て
、
永
世
中
立
政
策
の
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

　
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
イ
ス
の
場
合
に
は
、
「
中
立
」
政
策
を
採
用
す
る
以
前
か
ら
、
戦
争
に
関
与
す
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
歴
史
的

伝
統
が
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
一
九
世
紀
前
半
に
同
盟
政
策
と
中
立
政
策
と
の
間
で
揺
れ
た
。
一
八
六
三
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王

は
デ
ン
マ
ー
ク
国
王
に
対
し
て
「
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
防
衛
同
盟
」
に
入
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
し
か
し
一
年
後
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
は

単
独
で
ド
イ
ツ
（
正
確
に
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
両
国
）
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
（
図
表
4
を
参
照
。
）
な
お
、
こ

の
戦
争
の
結
果
と
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
土
か
ら
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
が
割
譲
さ
れ
て
、
ド
イ
ツ
領
土
と
な
り

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
右
記
の
歴
史
的
経
緯
の
分
析
か
ら
判
る
よ
う
に
、
あ
る
国
家
が
何
時
「
中
立
政
策
」
に
入
り
、
何
時
「
中
立
政
策
」
を
放
棄
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
意
味
で
、
国
際
連
合
憲
章
に
署
名
し
、
か
つ
、
N
A
T
O
と
西
欧
同
盟
（
W
E

U
）
の
原
加
盟
国
と
な
っ
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
現
在
も
な
お
、
そ
の
「
中
立
政
策
」
を
（
部
分
的
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

れ
V
継
承
し
て
い
る
、
と
自
己
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
な
お
、
旧
稿
1
⊥
小
誌
の
第
5
1
号
の
b
．
一
で
は
一
八
六
八
年
制
定
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
憲
法
第
一
〇
条
の
条
文
　
　
「
中
立
化
の

宣
言
が
立
法
府
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
法
律
は
中
立
化
の
宣
言
の
効
力
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
」
1
が
、
改
正
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

れ
な
い
ま
ま
現
在
も
な
お
効
力
を
持
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
た
。
こ
の
条
項
は
、
一
九
四
八
年
五
月
六
日
の
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
、

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

「
国
籍
（
を
定
め
る
全
く
異
な
っ
た
）
条
項
」
に
変
更
さ
れ
た
の
で
補
訂
す
る
。
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C

「
多
元
社
会
」
の
認
知
ー
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
「
多
元
国
家
」
論
争
を
超
え
て
一

欧州における独立国としての小国の地位（続）

　
ド
イ
ツ
の
国
法
学
者
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
．
（
0
9
。
二
ω
o
げ
巨
ε
は
、
一
九
三
四
年
に
「
ヒ
ト
ラ
ー
総
統
」
を
「
法
の
保
護
者
」

と
み
な
し
て
、
「
真
の
総
統
は
常
に
裁
判
官
で
も
あ
る
」
、
「
総
統
は
司
法
の
下
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
が
最
高
の
司
法
で

あ
る
」
、
「
全
て
の
法
は
民
族
の
生
活
権
（
ピ
9
Φ
づ
ω
「
8
耳
α
①
ω
＜
o
閑
Φ
ω
）
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
、
極
め
て
断
片
的
だ
が
極
右
的
論
考
を

発
表
匙
・
そ
こ
で
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
シ
・
上
フ
イ
ス
（
耳
匿
ω
学
齢
に
よ
れ
ば
・
c
・
シ
ユ
ミ
・
ト
は
「
帝
国
大
統
領

（
ヒ
ト
ラ
ー
）
を
『
憲
法
の
保
護
者
』
と
み
な
し
た
が
、
そ
の
実
、
こ
の
保
護
者
（
1
1
羊
飼
い
”
＝
葺
。
「
）
は
、
自
ら
の
手
で
（
守
る

べ
き
羊
の
群
れ
を
守
ら
ず
に
）
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
狼
（
が
出
入
り
で
き
る
よ
う
）
に
門
戸
を
開
い
た
」
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
戦
後
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ナ
チ
ス
へ
の
関
与
が
軽
微
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
て
、
国
法
学
界
に
復
帰
し
て
、
そ
の
重
鎮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

一
人
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
の
戦
後
再
版
さ
れ
た
『
憲
法
学
』
の
表
題
紙
で
は
、
「
非
改
訂
版
（
§
〈
①
感
＆
①
誹
Φ
〉
ロ
鵠
。
σ
q
①
）
」
と

銘
打
っ
て
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
「
転
向
」
し
て
い
な
い
こ
と
を
殊
更
に
明
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
C
．
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

自
分
の
書
い
た
著
書
に
（
悪
く
解
釈
す
れ
ば
〉
「
言
い
訳
」
を
書
い
た
。
さ
ぞ
か
し
遺
憾
の
極
み
で
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
個
入
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
∀

「
噂
話
」
を
述
べ
る
と
、
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
七
一
年
に
か
け
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
事
を
務
め
た
ゲ
ル
ハ
ル
ト
．
ラ
イ
プ
ホ
ル

ッ
（
∩
｝
O
「
げ
四
「
島
　
H
、
O
圃
σ
】
ρ
O
一
N
）
靱
捌
が
恩
師
・
清
水
望
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
時
期
の
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
、
「
確
か
に
ナ
チ
的
で
あ
（
り
、
こ
の
意
味
で
は
、
危
険
で
あ
）
つ
た
」
と
い
う
。

　
「
な
ぜ
、
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
（
一
時
的
で
あ
れ
）
極
右
に
偏
向
し
た
の
か
」
ま
た
「
い
か
な
る
意
味
で
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
右
翼
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的
で
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
解
答
の
糸
口
と
な
る
事
実
は
、
「
な
ぜ
、
彼

が
《
反
多
元
主
義
論
者
》
と
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
、
解
答
の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
判
断
す
る
。
多
元
主
義

を
敵
視
す
る
彼
の
立
場
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
彼
が
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
的
現
実
を
見
て
《
反
多
元
主
義
論

者
》
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
〔
民
主
〕
主
義
者
ハ
ロ
ル
ド
・
J
・
ラ
ス
キ
（
閏
鋤
機
。
匡
旨
卜
動
ω
臨
）
－
な
お
、
ラ

ス
キ
は
、
一
九
二
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
入
党
し
た
。
．
一
九
三
六
年
に
は
党
の
執
行
委
員
、
一
九
四
五
～
四
六
年
に
は
委
員
長
に

ま
で
登
り
つ
め
た
。
そ
の
際
に
、
一
九
四
五
年
の
C
・
ア
ト
リ
ー
（
Ω
Φ
ヨ
Φ
暮
〉
巳
Φ
Φ
）
政
権
樹
立
に
至
る
労
働
党
の
大
勝
に
大
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

貢
献
し
た
。
1
の
論
説
を
読
ん
で
《
反
多
元
主
義
論
者
》
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ラ
ス
キ
ー
な
る
ほ
ど
ラ
ス
キ
の
論

理
の
中
に
は
、
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
一
部
、
認
め
ら
れ
る
が
一
の
「
主
権
論
の
多
元
主
義
」
的
学
説
の
中
に
、
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

「（

ｽ
元
的
な
）
集
団
の
行
動
が
国
家
を
解
体
さ
せ
る
傾
向
」
を
看
取
し
て
、
そ
れ
を
「
危
険
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
上
記
の
傍
証
と
な
る
事
実
は
、
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
記
し
た
当
時
の
文
献
群
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
が
多
元
主
義
を

批
判
し
て
い
る
論
文
は
、
（
筆
者
が
収
集
し
た
範
囲
内
で
は
）
最
初
に
（
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
二
九
歳
で
著
し
た
）
一
九
二
七
年
八
月

刊
行
の
『
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
社
会
科
学
・
社
会
政
策
雑
誌
』
（
に
掲
載
さ
れ
、
一
九
三
二
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
『
政
治
的
な
も
の

　
（
4
8
V

の
概
念
』
）
で
ラ
ス
キ
批
判
を
し
て
か
ら
、
五
年
以
内
（
一
九
二
九
～
一
九
三
二
年
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
国
家
の
統

一
」
に
反
す
る
も
の
と
し
て
「
多
元
主
義
」
を
捉
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
国
家
の
統
一
」
か
「
多
元
主
義
」
か
、
と
い
う
二
者
択
一

　
　
（
4
9
）

論
で
あ
る
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
二
者
択
一
論
的
傾
向
は
、
「
友
敵
論
」
と
同
じ
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
友
敵
論
」
が
誤
っ
て
発
展

し
、
彼
の
著
し
い
反
共
主
義
、
ひ
い
て
は
（
部
分
的
に
）
親
ナ
チ
主
義
へ
と
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
九
歳
か
ら
三
四
歳
と
い
う
年
齢

は
、
得
て
し
て
一
面
し
か
見
え
ず
に
、
一
つ
の
傾
向
に
染
ま
っ
て
ゆ
き
や
す
い
学
者
と
し
て
の
「
若
年
期
」
に
相
当
す
る
。
戦
後
（
分
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欧州における独立国としての小国の地位（続）

別
を
わ
き
ま
え
る
年
齢
に
な
っ
て
以
降
）
、
彼
が
「
復
権
」
で
き
た
理
由
も
、
そ
こ
ら
辺
に
あ
る
と
推
定
す
る
。

　
な
お
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
あ
れ
か
、
こ
れ
か
の
二
者
択
一
論
に
よ
る
単
純
化
の
思
考
構
造
に
陥
っ
た
分
析
者
は
、
得
て
し
て
両
者
の

中
間
に
所
在
す
る
、
一
（
一
）
あ
れ
も
、
こ
れ
も
同
時
に
清
濁
合
わ
せ
飲
む
あ
い
ま
い
な
共
用
者
、
（
二
）
あ
れ
で
も
、
こ
れ
で
も

な
い
中
立
的
な
立
場
に
立
つ
第
三
者
、
（
三
）
半
分
あ
れ
で
、
半
分
こ
れ
で
あ
る
不
徹
底
な
折
衷
論
者
、
（
四
）
あ
れ
に
も
、
こ
れ
に
も

関
心
が
な
い
ノ
ン
・
ポ
リ
（
政
治
的
無
関
心
者
）
、
（
五
）
こ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
、
積
極
的
に

回
避
す
る
政
争
忌
避
者
、
等
々
の
事
例
と
い
う
I
l
広
範
囲
に
わ
た
る
、
多
種
多
様
な
中
間
層
を
、
無
視
し
て
短
絡
的
傾
向
に
陥
る
と

い
う
、
誤
謬
を
犯
し
や
す
い
。
こ
れ
は
政
治
思
想
家
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
欠
陥
で
も
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
彼
自

身
の
（
尺
度
に
よ
れ
ば
）
正
当
な
理
由
に
よ
っ
て
「
反
共
主
義
者
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
「
反
共
主
義
」

を
唱
え
る
こ
と
が
直
ち
に
「
親
ナ
チ
主
義
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
、
誤
謬
を
犯
さ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
に
は
、
強
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

な
「
反
共
主
義
者
」
で
あ
る
と
同
時
に
徹
底
し
た
「
反
ナ
チ
主
義
者
」
で
あ
る
、
G
・
ラ
イ
プ
ホ
ル
ツ
の
よ
う
な
見
習
う
べ
き
事
例
が

多
々
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
こ
の
よ
う
な
「
反
共
・
反
ナ
チ
主
義
者
」
と
し
て
、
重
大
な
責
務
を
担
っ
た
の
は
、
初
代
連
邦
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

相
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
（
閑
○
昌
轟
α
〉
α
Φ
葛
口
Φ
ご
で
あ
っ
た
。

　
多
少
話
し
は
飛
躍
す
る
が
、
一
般
に
今
日
の
民
主
的
憲
法
体
制
の
下
で
は
、
一
九
七
八
年
一
二
月
二
九
日
の
『
ス
ペ
イ
ン
憲
法
』
第

一
条
お
よ
び
第
⊥
繕
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
・
政
党
の
多
元
的
な
並
立
状
況
・
す
な
わ
ち
「
政
治
的
多
元
主
義
（
旨
巴
・
§

b
o
一
剛
ユ
8
）
」
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
（
西
）
ド
イ
ツ
で
は
「
多
元
的
民
主
主
義
」
な
か
ん
ず
く
「
多
元
的
国
家
」
観
を
、
今
日

の
『
ボ
ン
基
本
法
』
で
確
立
さ
れ
た
原
理
と
し
て
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
二
大
政
党
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
観
の
上
で
は
、

論
者
に
よ
り
意
見
を
異
に
し
て
い
る
。
C
D
U
の
H
・
コ
ー
ル
連
邦
首
相
は
こ
の
点
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
外
47



な
ら
ぬ
多
元
的
社
会
（
豆
霞
9
一
一
ω
け
δ
0
7
Φ
O
①
ω
①
一
一
ω
6
げ
叩
け
）
」
に
お
い
て
こ
そ
、
国
家
が
「
広
範
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
保
持
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

重
要
で
あ
る
」
と
論
じ
て
、
「
多
元
的
社
会
」
は
認
め
て
も
、
「
多
元
的
国
家
」
は
認
め
な
い
立
場
を
採
る
。
他
方
、
S
P
D
の
ヘ
ル
ム

ー
ト
．
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
＝
①
一
ヨ
ロ
一
　
ω
O
げ
ヨ
一
α
け
）
前
連
邦
首
相
は
、
か
つ
て
の
「
利
益
集
団
の
多
元
主
義
」
が
「
国
論
の
左
傾
化
」
を
目
．

指
し
て
い
た
こ
と
を
是
正
し
、
全
体
主
義
国
家
（
す
な
わ
ち
、
共
産
主
義
国
家
と
ナ
チ
ズ
ム
国
家
の
両
者
V
と
の
本
質
的
な
相
違
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

す
、
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
「
自
由
で
民
主
的
な
法
治
国
家
の
多
元
主
義
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し
て
い
る
。

　
翻
っ
て
見
る
と
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
社
会
は
、
外
国
人
の
比
率
が
三
〇
％
を
超
え
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
市
内
で
は
、
さ
ら
に
四
〇
％

を
超
え
る
外
国
人
が
生
活
す
る
）
、
超
国
際
的
な
「
多
元
的
社
会
」
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
国
の
社
会
が
多
元
的
で
な
い
と
い
う
人

は
、
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
旦
、
あ
る
「
社
会
」
が
多
元
的
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
「
国
家
」
1

極
め
て
包
括
的
で
抽
象
的
な
一
つ
の
概
念
と
し
て
の
「
国
家
」
1
も
多
元
的
で
あ
る
か
否
か
を
論
争
す
る
こ
と
は
、
（
右
に
記
し
た

（
西
）
ド
イ
ツ
の
実
例
の
よ
う
に
）
論
争
者
の
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
傾
向
を
示
す
以
外
に
は
、
不
毛
に
終
わ
る
虞
が
認
め
ら
れ
る
。

だ
が
、
国
家
と
社
会
は
切
り
離
せ
な
い
側
面
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
百
％
多
元
的
国
家
で
あ
る
」
と
か
「
百
％
そ
う
で
は
な
い
」
と
い

う
、
杓
子
定
規
な
解
釈
よ
り
も
、
社
会
が
著
し
く
多
元
的
で
あ
る
以
上
、
二
〇
～
三
〇
％
程
度
は
当
該
国
家
の
あ
る
部
分
で
は
一
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

え
ば
、
（
一
）
『
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
』
の
（
一
九
七
〇
年
一
二
月
二
四
日
に
増
補
さ
れ
た
）
第
六
条
の
二
が
定
め
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
お

よ
び
哲
学
的
少
数
者
の
権
利
お
よ
び
自
由
」
、
（
二
）
自
由
選
挙
に
際
し
て
の
複
数
政
党
に
よ
る
多
元
的
代
表
制
度
、
（
三
）
（
旧
東
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

ッ
諸
島
の
州
憲
法
な
ど
、
近
年
、
現
統
一
ド
イ
ツ
で
制
定
・
改
正
さ
れ
た
）
九
つ
の
『
州
憲
法
』
上
の
（
野
党
（
O
b
O
o
ω
三
〇
昌
）
の
権

利
と
自
由
を
明
記
す
る
）
「
野
党
条
項
」
な
ど
一
多
元
的
側
面
を
持
ち
併
せ
て
い
る
と
分
析
し
た
方
が
、
よ
り
柔
軟
で
発
展
性
が
あ

る
と
思
う
。
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お
わ
り
に
ー
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
「
軽
米
的
中
立
政
策
」
と
経
済
的
繁
栄

欧州における独立国としての小国の地位（続）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
最
後
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
戦
後
期
の
「
兵
役
」
制
度
に
つ
い
て
付
言
す
る
。
こ
の
分
野
は
、
一
九
三
七
年
以
来
、
戦
前
の
内
閣

で
、
ま
た
戦
時
中
の
亡
命
政
権
で
、
お
よ
び
戦
争
直
後
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
外
務
大
臣
を
一
貫
し
て
務
め
、
戦
前
か
ら
の
「
中
立

政
策
」
を
継
承
し
た
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ベ
ッ
ヒ
（
匂
。
ω
8
げ
切
①
o
『
後
に
一
九
五
三
年
一
二
月
～
一
九
五
八
年
三
月
ま
で
首
相
）
が
所
轄
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
（
六
月
二
五
日
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
）
一
九
五
〇
年
の
末
に
、
（
中
道
右
派
政
党
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会

国
民
党
O
げ
「
Φ
ω
9
二
8
げ
ω
o
N
凶
9
。
一
く
。
頴
評
。
。
B
旨
色
1
1
C
S
V
の
）
党
指
導
部
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
J
・
ベ
ッ
ヒ
は
「
ア
メ
リ
カ
政
府

の
軍
事
的
貢
献
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
我
が
国
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
）
も
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
提
案
を
す
る
つ
も
り

で
あ
る
と
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
国
防
軍
に
か
つ
て
属
し
て
い
た
全
て
の
青
年
男
子
は
、
予
備
役
軍
人
と
み
な
さ
れ
、
定
期

的
に
二
一
日
間
の
軍
事
訓
練
に
召
集
さ
れ
る
。
加
え
て
兵
役
は
六
箇
月
か
ら
一
箇
年
へ
延
長
さ
れ
る
」
と
。
こ
の
よ
う
に
C
S
V
の

J
．
べ
・
ヒ
外
相
は
明
ら
か
に
親
米
派
で
あ
匙
・
．
あ
よ
う
な
親
等
派
で
あ
る
J
・
べ
・
ヒ
外
相
が
、
政
権
担
当
者
と
し
て
外
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
∀

ぬ
一
国
の
「
中
立
政
策
」
を
遂
行
す
る
と
こ
ろ
が
、
（
か
つ
て
の
）
日
本
に
お
け
る
左
翼
に
偏
重
し
た
中
立
政
策
の
提
唱
者
達
と
は
異

な
っ
て
転
遡
・
し
か
し
・
そ
の
後
「
兵
役
」
の
必
要
性
は
漸
次
に
富
な
全
編
⊥
感
喜
の
蓋
号
の
b
．
1
で
指
摘
し
た
よ

う
に
、
一
九
六
七
年
六
月
二
九
日
に
廃
止
さ
れ
た
。

　
な
お
、
ロ
バ
ー
ト
・
A
・
ダ
ー
ル
（
菊
。
げ
Φ
昇
｝
∪
①
巨
）
と
エ
ド
ワ
ー
ト
・
R
・
タ
フ
テ
ィ
（
国
O
≦
胃
α
即
↓
¢
津
o
V
の
共
著
『
規

模
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
に
よ
れ
ば
、
「
国
家
の
指
導
者
と
の
権
力
・
知
識
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
上
で
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
を
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（
6
1
V

国
民
が
保
つ
た
め
に
は
、
小
さ
な
政
治
シ
ス
テ
ム
（
つ
ま
り
小
国
）
は
適
し
て
い
る
」
。
ま
た
、
「
規
模
の
経
済
（
8
8
0
邑
。
ω
　
o
h

ω
8
「
Φ
）
と
い
う
観
点
で
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
有
利
に
（
な
り
、
規
模
が
小
さ
い
と
不
利
に
）

　
（
6
2
）

な
る
」
と
言
う
。
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
一
方
で
、
政
治
的
に
は
極
小
国
家
で
あ
り
、
そ
の
点
で
小
国
特
有
の
国
内
民
主
体
制
の

恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
経
済
的
に
は
E
U
（
欧
州
連
合
）
に
加
わ
っ
て
、
効
率
の
良
い
大
き
な
経
済
圏
の
利
便
性
を
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

受
し
て
い
る
。
経
済
的
に
繁
栄
す
る
た
め
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
稀
に
み
る
好
位
置
に
い
る
と
言
え
よ
う
。

50

注
（
1
）
　
旧
稿
で
は
、
領
土
の
広
い
国
（
も
し
く
は
管
轄
・
支
配
権
の
及
ぶ
範
囲
が
広
い
国
）
で
は
、
国
防
費
が
逓
増
す
る
と
説
い
た
（
拙
稿
「
【
研
究
ノ
ー

　
　
ト
】
欧
州
に
お
け
る
独
立
国
と
し
て
の
小
国
の
地
位
ー
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
言
語
、
軍
隊
、
通
貨
を
め
ぐ
っ
て
一
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
5
1

　
　
号
』
（
一
九
九
五
年
）
一
五
九
～
一
六
一
頁
。
）
。
だ
が
、
大
国
（
人
口
の
多
い
国
）
で
は
国
防
費
が
逓
増
す
る
と
、
す
で
に
R
・
ダ
ー
ル
と
E
・
タ
フ

　
　
テ
ィ
も
分
析
し
て
い
た
（
刃
。
ぴ
①
詳
》
■
U
鋤
三
＼
姦
謀
≦
母
α
即
↓
ロ
津
ρ
9
N
鳴
§
駄
b
鳴
§
自
ミ
§
ω
富
艮
。
「
α
α
．
勺
■
」
O
認
も
℃
」
旨
唱
一
謹
山
b
。
㎝
■
ロ
バ
ー

　
　
ト
．
A
・
ダ
ー
ル
／
エ
ド
ワ
ー
ト
・
R
・
タ
フ
テ
ィ
著
、
内
山
秀
夫
訳
『
規
模
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
（
慶
応
通
信
・
一
九
七
九
年
）
二
〇
一
、
二
〇
三

　
　
一
二
〇
四
頁
。
）
。
た
だ
し
、
両
者
の
相
違
は
、
拙
稿
が
こ
の
場
合
「
領
土
の
面
積
」
を
大
国
の
尺
度
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ダ
ー
ル
と
タ
フ
テ
ィ

　
　
は
も
っ
ぱ
ら
「
人
口
」
を
尺
度
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

（
2
）
　
旧
稿
－
注
（
1
）
前
掲
研
究
ノ
ー
ト
、
第
5
1
号
一
で
は
、
欧
州
に
お
け
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
よ
り
も
「
よ
り
小
さ
な
小
国
（
1
1
極
小
国
）
」
と
ル

　
　
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
を
捉
え
た
。
本
稿
で
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
よ
り
も
「
よ
り
大
き
な
小
国
（
1
1
中
小
国
）
」
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
を
検
討
し
た
い
と
思

　
　
う
。
「
よ
り
大
き
な
小
国
（
1
1
中
小
国
）
」
は
、
中
立
政
策
を
採
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
多
く
の
紙
面
が
「
中
立
国
と
し
て
の
小
国
」
の

　
　
分
析
に
割
か
れ
て
い
る
。
「
中
立
国
と
し
て
の
小
国
」
の
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
図
表
4
と
、
本
稿
の
注
（
5
9
）
に
所
収
の
図
表
6
を
参
照
さ

　
　
れ
た
い
。

（
3
）
　
拙
稿
、
注
（
1
）
前
掲
研
究
ノ
ー
ト
、
一
五
三
頁
。



欧州における独立国としての小国の地位（統）

（
4
）
　
拙
稿
「
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
反
ナ
チ
抵
抗
」
　
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
5
5
号
』
（
一
九
九
七
年
）
＝
二
〇
頁
。

（
5
）
b
ミ
ミ
。
・
ミ
ミ
ミ
衡
ぎ
ぎ
§
§
討
竈
℃
9
Q
。
ロ
』
¶
（
b
」
巴
ひ
q
δ
コ
）
葛
コ
∪
・
葺
・
。
募
邑
ミ
一
（
男
§
ξ
・
喜
）
k
・
。
（
冒
×
・
邑
語
）
・

（
6
）
b
ミ
国
吻
簿
ミ
ミ
魁
ミ
ぎ
§
織
簿
N
逡
9
9
」
㎝
。
。
（
U
①
耳
ω
。
三
田
巳
）
－
念
。
。
（
冒
×
①
ヨ
9
お
）
．

（
7
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
二
年
二
月
一
七
日
、
二
四
面
。
『
朝
日
新
聞
』
同
年
二
月
一
九
日
、
二
三
面
。
三
目
ミ
q
ミ
三
戸
、
ミ
§
§
§
織
き
幕
駄
、
ミ

　
　
隷
ら
誘
N
℃
㎏
9
芝
〇
二
画
≧
ヨ
四
コ
帥
6
切
o
o
評
の
一
一
㊤
O
抑
菊
日
。
。
■
に
よ
れ
ば
、
M
・
ジ
ラ
ル
デ
リ
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
）
は
一
九
八
五
、
八
六
、
八
九
、
九

　
　
一
、
九
三
年
の
計
五
回
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
・
ア
ル
ペ
ン
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
窯
。
ユ
山
O
ξ
≧
O
ぎ
Φ
O
『
鋤
旨
且
。
昌
）
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
男

　
　
子
で
は
、
一
九
六
七
年
以
降
の
W
杯
史
上
、
過
去
最
高
の
累
積
回
数
で
あ
る
。
な
お
余
談
で
あ
る
が
、
ア
ル
ペ
ン
王
国
に
は
小
国
が
多
い
。
一
九
六
七

　
　
年
か
ら
一
九
九
五
年
の
統
計
で
、
男
女
五
八
名
の
W
杯
ア
ル
ペ
ン
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
国
別
に
分
類
す
る
と
、
小
国
累
計
四
二
回
（
内
数
1
ー
ス
イ
ス
一

　
　
七
回
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
二
回
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
五
回
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
三
回
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
三
回
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
一
回
）
、
大
国
累
計

　
　
一
六
回
（
内
数
1
ー
イ
タ
リ
ア
六
回
、
ア
メ
リ
カ
四
回
、
フ
ラ
ン
ス
三
回
、
カ
ナ
ダ
ニ
回
、
西
ド
イ
ツ
一
回
）
と
な
る
。
但
し
、
こ
れ
は
、
小
国
の
国
民

　
　
に
ス
キ
ー
の
才
能
が
特
段
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
辺
境
・
山
岳
地
帯
に
位
置
す
る
小
国
が
多
い
こ
と
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
　
一
九
四
一
年
一
〇
月
に
、
ナ
チ
ス
が
国
勢
調
査
の
実
施
に
か
ら
ま
せ
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
全
て
の
成
人
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
語
を
母
国
語
と
す

　
　
る
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
を
公
式
に
表
明
す
る
書
類
の
提
出
を
要
求
し
た
と
き
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
は
異
口
同
音
に
こ
の
要
求
を
拒
否
し
た
。
す

　
　
な
わ
ち
、
「
わ
れ
わ
れ
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
を
母
国
語
と
す
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
人
で
あ
る
」
と
、
彼
ら
は
き
っ
ぱ
り
と
断
っ
た
と
い
う
。
（
今
来
陸

　
　
郎
編
「
中
欧
史
（
新
版
V
』
（
山
川
出
版
社
・
一
九
七
一
年
）
二
一
六
ペ
ー
ジ
（
古
賀
秀
男
）
。
）
な
お
、
戸
〉
■
∪
餌
巨
＼
同
即
↓
二
津
ρ
8
・
o
凶
p
（
昌
。
け
①

　
　
一
γ
ロ
P
一
ω
b
。
・
邦
訳
、
二
一
五
頁
に
よ
れ
ば
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
は
、
言
語
政
策
上
か
ら
見
る
と
「
文
化
的
な
調
整
が
成
功
し
た
」
事
例
に
相

　
　
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
系
の
「
大
学
が
な
い
こ
と
は
、
外
国
に
留
学
す
る
学
生
が
国
際
的
な
見
聞
を
広
め
る
の
に
役
立
つ
。
ま
た
、
小
学
校
か
ら

　
　
英
語
を
教
え
て
い
る
」
こ
と
を
考
え
る
と
、
母
国
語
で
あ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
、
公
用
語
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
と
共
に
、
国
民
が
あ
ま

　
　
ね
く
三
箇
国
語
な
い
し
四
箇
国
語
を
操
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
「
通
常
裁
判
所
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
用
い
ら
れ
、
議
会
（
の
審
議
V
で
は
ル
ク
セ
ン

　
　
ブ
ル
ク
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
、
一
般
紙
（
新
聞
）
で
は
（
一
部
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
記
事
も
あ
る
が
）
主
と
し
て
ド
イ
ツ
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
」
。
こ

　
　
う
し
て
各
言
語
の
棲
み
分
け
も
出
来
て
い
る
。

（
9
）
　
「
E
U
市
民
権
（
U
δ
C
三
〇
昌
ω
げ
葺
ひ
q
o
「
撃
鉱
匪
－
Ω
凱
N
Φ
旨
ω
三
〇
〇
鴎
昏
Φ
⊂
三
8
V
」
な
い
し
「
E
U
市
民
（
q
三
8
ω
び
曾
伊
q
Φ
き
Ω
菖
N
①
昌
ω
o
｛
．
子
①

　
　
¢
三
〇
昌
）
」
と
い
う
用
語
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
採
択
と
同
じ
日
、
す
な
わ
ち
、
一
九
九
二
年
二
月
七
日
に
改
正
さ
れ
た
「
欧
州
共
同
体
設
立
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条
約
」
第
二
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
手
短
な
）
人
権
宣
言
の
表
題
と
条
文
に
拠
る
。
（
（
U
d
o
母
『
）
↓
ゴ
。
ヨ
曽
ω
い
警
h
臼
－
寒
§
ミ
逡
ミ
　
§
賊
§
・

　
　
穿
§
翫
§
ぎ
9
§
職
蕊
ら
ミ
・
寒
§
§
蕃
ミ
謄
§
§
ミ
翁
ミ
ら
ミ
一
㊤
O
倉
国
霞
o
B
¢
ロ
δ
昌
＜
①
ユ
β
。
ひ
q
層
ω
」
N
。
。
山
。
。
O
．
国
繭
。
冨
乙
O
o
8
0
9
§
鳴

　
　
ぎ
轟
耐
黛
ミ
翁
ミ
q
ミ
ピ
。
昌
σ
q
ヨ
鋤
戸
H
㊤
謹
、
冒
P
ω
。
。
㊤
－
。
。
㊤
ε

（
1
0
）
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
「
外
交
立
国
」
と
直
接
的
に
関
連
す
る
、
「
国
際
関
係
論
」
ま
た
は
「
国
際
政
治
学
」
上
の
小
国
論
に
つ
い
て
は
、
百
瀬
宏
著
，

　
　
『
小
国
…
歴
史
に
み
る
理
念
と
現
実
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
九
〇
年
）
、
お
よ
び
百
瀬
宏
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
小
国
の
国
際
政
治
』
（
東
大
出
版
会
・
一
九
九

　
　
〇
年
）
に
所
収
の
、
小
久
保
康
之
「
第
一
章
…
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
三
国
一
欧
州
統
合
と
小
国
外
交
一
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
1
）
目
，
H
競
幕
き
p
勲
O
・
（
》
§
．
㊤
）
噂
ω
』
0
』
．
O
o
『
げ
Φ
芦
8
．
6
騨
・
（
8
9
㊤
）
ら
§
．

（
1
2
）
　
即
い
巳
抽
8
．
9
け
●
（
宥
冨
巳
①
昌
）
”
”
●
お
．

（
1
3
）
　
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
特
別
増
刊
号
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
サ
ン
テ
ー
ル
委
員
長
特
集
』
（
駐
日
欧
州
委
員
会
代
表
部
広
報
部
・
一
九
九
六
年
）
四
頁
。

（
1
4
）
　
こ
の
判
断
の
根
拠
は
、
即
O
霞
げ
①
芦
。
や
n
凶
ρ
（
8
け
①
O
）
も
O
．
㊤
O
凸
O
㎝
．
に
所
収
の
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
成
立
過
程
に
か
か
る
膨
大
な
関
係
資

　
　
料
を
、
私
見
に
よ
っ
て
「
傾
向
」
分
析
し
た
結
果
か
ら
類
推
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
5
）
国
霞
8
鐵
鴇
冨
丙
。
ヨ
a
隆
8
層
宝
玉
ら
暮
－
§
駄
奪
§
蓉
§
凡
§
b
冒
×
。
旨
σ
霞
α
q
”
〉
至
仁
「
。
藍
島
9
。
＜
。
a
旨
三
ぎ
ゴ
瓢
轟
9
匹
①
「

　
　
国
霞
o
O
鐵
ω
o
『
o
ロ
O
Φ
ヨ
①
ぎ
ω
o
げ
騎
。
津
①
P
6
㊤
◎
ω
●
藤
野
例
え
ば
（
統
一
）
ド
イ
ツ
で
「
統
一
通
貨
へ
の
移
行
の
（
法
的
・
制
度
的
）
シ
ナ
リ
オ
」
は
、

　
　
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
二
月
七
日
に
署
名
さ
れ
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
が
、
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に
発
効
す
る
の
に
先

　
　
立
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
一
九
九
二
年
一
二
月
二
一
日
に
ボ
ン
基
本
法
を
改
正
し
た
。
改
正
さ
れ
た
第
二
三
条
【
E
U
】
第
一
項
第
二
文
で
「
連
邦
は
、

　
　
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
得
た
法
律
に
よ
っ
て
、
国
家
高
富
（
主
権
作
用
日
＝
o
げ
色
け
ω
「
8
鐸
①
）
1
の
一
部
〔
と
解
釈
で
き
る
が
〕
1
を
E
U
に
委

　
　
譲
で
き
る
」
と
定
め
た
。
さ
ら
に
、
第
八
八
粂
【
連
邦
銀
行
】
に
増
補
さ
れ
た
第
二
文
は
、
本
位
貨
・
発
券
銀
行
で
あ
る
「
連
邦
銀
行
の
任
務
と
権
限

　
　
を
、
（
連
邦
は
）
E
U
域
内
で
、
（
独
立
し
て
、
物
価
安
定
の
保
証
を
最
優
先
の
目
的
と
す
る
義
務
を
負
う
V
欧
州
中
央
銀
行
（
国
弩
。
ロ
跳
鶉
ゴ
①

　
　
N
①
ロ
爲
巴
ぴ
ロ
昌
貯
）
に
委
譲
し
う
る
」
と
規
定
し
た
（
目
’
慰
珪
。
「
b
』
．
ρ
（
〉
昌
ヨ
．
ゆ
V
－
ω
』
『
ω
b
刈
①
■
）
。

（
1
6
）
　
国
負
8
巴
ω
o
げ
①
閑
。
窪
目
一
票
帥
o
P
①
げ
P
（
〉
昌
盛
」
㎝
γ
ω
」
吟
に
は
、
「
統
一
的
な
通
貨
へ
の
移
行
が
国
家
の
通
貨
主
権
の
喪
失
を
意
味
す
る
（
と
解
釈

　
　
す
る
）
当
事
国
も
あ
る
」
が
、
し
か
し
「
今
日
に
お
い
て
現
実
の
通
貨
政
策
が
、
ど
れ
だ
け
（
国
家
間
で
）
独
立
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
点

　
　
も
疑
問
視
で
き
る
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
、
両
¢
・
o
ロ
。
野
冨
h
8
こ
8
コ
富
8
二
Φ
ω
諮
。
。
巴
《
≦
重
い
黄
①
喜
霞
ひ
q
臼
冨
び
雪
評
①
ヨ
Φ
芝
匿
…
》
・
、
”
菌
『
鋳
ζ
．
参
卜
。
ら
。
．
O
臨
。
げ
臼
目
8
9
ω
．
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欧州における独立国としての小国の地位（続）

　　　　　9

　
　
N
①
－
N
㊤
（
b
の
¶
幽
。
。
）
■

（
1
8
）
　
℃
■
ピ
巳
b
8
曜
9
叶
（
ω
9
①
ヨ
①
一
）
も
．
刈
①
．

（
1
9
）
　
℃
．
い
巳
抽
8
●
9
叶
（
ω
o
冨
日
①
じ
も
■
ミ
。

（
2
0
）
　
℃
■
ピ
巳
戸
8
，
9
ρ
（
鶉
冨
ヨ
Φ
ド
）
も
．
お
．
日
’
ピ
ぎ
｛
Φ
「
魯
』
■
O
■
（
〉
旨
§
』
γ
ω
』
㎝
し
宝
●
即
O
o
『
げ
①
け
ρ
8
．
9
け
．
（
8
け
①
㊤
）
噂
署
■
心
ω
ド
ミ
。
。
．

（
2
1
）
　
》
．
∪
●
ピ
冒
α
ω
凶
ざ
N
穿
§
ミ
凡
§
b
鳴
ミ
。
ら
ミ
§
目
逡
ρ
O
×
噛
自
α
¢
■
℃
●
も
O
」
よ
。
。
■
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
が
ド
ー
バ
ー
海
峡
に
迫
り
来
て
、
イ
ギ
リ

　
　
ス
が
侵
略
さ
れ
る
「
危
急
存
亡
の
秋
」
に
直
面
し
て
、
A
・
D
・
リ
ン
ゼ
イ
は
、
「
我
々
は
若
人
に
対
し
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
為
に
、
生
命
を
捧
げ

　
　
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
愛
国
心
を
鼓
舞
し
た
（
O
．
㎝
．
）
。

（
2
2
V
　
こ
こ
に
言
う
「
一
種
の
欧
州
合
衆
国
」
と
は
、
本
来
、
一
九
四
六
年
九
月
一
九
日
に
W
・
チ
ャ
ー
チ
ル
（
ω
貯
霜
一
拐
8
コ
O
げ
霞
6
三
一
一
）
イ
ギ
リ
ス

　
　
保
守
党
（
当
時
、
野
党
第
一
党
）
党
首
が
、
ス
イ
ス
の
ツ
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
で
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。
（
拙
稿
「
戦
後
S
P
D
の
出
発
点
に
関
す
る
一

　
　
考
察
」
「
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
4
2
号
』
（
一
九
九
一
年
）
九
八
～
九
九
頁
。
）

（
2
3
）
　
こ
こ
に
言
う
「
道
理
の
感
覚
」
と
は
、
本
来
、
無
教
会
基
督
教
の
創
始
者
で
あ
る
内
村
鑑
三
の
精
神
的
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
基
督
教
徒
と
は
な
ら

　
　
な
か
っ
た
、
天
野
貞
祐
が
一
九
三
七
年
に
上
梓
し
て
、
戦
争
の
災
厄
性
と
軍
事
教
練
の
有
害
性
を
指
摘
し
た
、
書
物
の
名
前
に
由
来
す
る
。
（
拙
稿

　
　
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
（
5
）
一
人
間
の
尊
厳
と
は
何
か
（
2
）
一
」
図
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
第
2
7
号
』
（
一
九
八
九
年
）
二
四
六

　
　
～
二
五
七
、
二
六
四
頁
。
）
天
野
が
一
九
五
〇
年
五
月
か
ら
五
二
年
八
月
ま
で
、
吉
田
茂
内
閣
で
文
部
大
臣
を
務
め
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
の
戦

　
　
後
教
育
は
比
較
的
正
し
い
方
針
に
則
っ
て
行
わ
れ
た
、
と
解
釈
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

（
2
4
）
　
密
き
閑
≡
－
N
§
憲
蛍
卜
§
§
N
ミ
磧
、
ミ
寒
鳴
、
・
ミ
暮
ミ
抄
○
ρ
℃
■
国
．
』
㊤
①
。
。
●

（
2
5
V
　
横
田
喜
三
郎
⊥
局
野
雄
一
編
『
国
際
条
約
集
一
九
九
一
』
（
有
斐
閣
・
一
九
九
一
年
）
五
五
三
一
五
五
四
頁
。

（
2
6
V
　
同
前
書
、
五
五
五
一
五
五
六
頁
。

（
2
7
）
　
同
前
書
、
二
〇
⊥
二
頁
。

（
2
8
）
　
い
三
b
8
噸
9
け
■
（
9
冨
日
①
じ
”
層
」
N
Q
。
■

（
2
9
）
　
ピ
9
ひ
8
．
9
け
（
ω
o
冨
ヨ
Φ
H
）
も
」
b
。
心
山
b
。
㎝
．

（
3
0
）
　
ピ
巳
戸
8
．
o
搾
（
ω
o
冨
ヨ
Φ
一
）
も
」
。
。
㊤
●

（
3
1
）
　
ベ
ル
ギ
ー
の
「
永
世
中
立
」
政
策
の
廃
棄
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
、
中
立
を
侵
犯
さ
れ
た
苦
い
経
験
に
基
づ
く
。
そ
し
て
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第
一
次
世
界
大
戦
中
に
、
国
王
ア
ル
ベ
ー
ル
ー
世
（
≧
σ
Φ
昌
ご
が
指
揮
す
る
ベ
ル
ギ
ー
軍
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
一
角
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
、
英

　
　
量
的
な
抗
戦
を
続
け
、
連
合
国
の
勝
利
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
。
（
在
ベ
ル
ギ
ー
日
本
国
大
使
館
編
、
外
務
省
欧
亜
局
監
修
『
ベ
ル
ギ
ー
王
国
・
ル
ク

　
　
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
便
覧
』
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
・
一
九
六
一
年
V
＝
～
一
二
頁
。
外
務
省
欧
亜
局
西
欧
第
一
陸
圏
『
ベ
ル
ギ
ー
王
国
．
ル
ク
セ

　
　
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
』
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
・
一
九
八
六
年
）
一
六
頁
。
）
だ
が
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
軍
内
部
で
は
、
ワ
ロ
ン
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
を
話

　
　
す
将
校
集
団
と
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
語
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
を
話
す
一
般
兵
士
の
間
で
、
不
満
や
反
感
が
認
め
ら
れ
た
と
の
異
説
も
あ
る
。
（
栗
原
福
也

　
　
『
ベ
ネ
ル
ク
ス
現
代
史
』
（
山
川
出
版
社
・
一
九
八
二
年
）
一
六
一
頁
。
）
こ
の
説
は
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
世
論
を
分
断
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
占
領
国

　
　
軍
が
惹
起
し
た
「
陰
謀
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
当
時
、
国
王
ア
ル
ベ
ー
ル
ー
世
指
揮
下
の
ベ
ル
ギ
ー
軍
は
夏
霞
連
合
軍
と
共
に
、
エ
イ
ゼ
ル

　
　
（
イ
ゼ
ー
ル
）
川
と
イ
ー
ペ
ル
市
を
結
ぶ
運
河
の
線
ま
で
撤
退
し
て
、
戸
〆
ニ
ー
ウ
ポ
ー
ル
ト
港
の
水
門
を
開
い
て
、
エ
イ
ゼ
ル
平
野
に
洪
水
を
起
こ

　
　
し
、
ド
イ
ツ
軍
の
イ
ー
ペ
ル
市
進
駐
を
阻
止
し
た
（
栗
原
、
同
前
書
、
一
五
九
頁
）
。
と
も
か
く
も
、
小
国
ベ
ル
ギ
ー
は
必
死
の
抵
抗
を
試
み
た
。
こ

　
　
の
点
で
、
確
か
に
英
雄
的
で
あ
っ
た
。

（
3
2
）
　
ピ
巳
抽
8
．
9
け
（
零
冨
ヨ
Φ
じ
－
弓
」
卜
。
㎝
山
卜
。
①
●

（
3
3
V
　
国
『
ω
α
q
●
〈
●
銭
嵩
言
冨
①
＝
ω
＼
国
．
o
∩
o
ぼ
β
。
8
δ
き
募
§
魯
§
ミ
謡
誘
き
曹
§
、
§
§
魯
ミ
融
き
§
蟄
鶏
§
ミ
§
辱
ミ
ミ
N
漣
Q
Q
ミ
§
“
N
壇
簡
ミ
吻
N
ミ

　
　
吻
§
ミ
き
§
≧
§
o
ミ
§
ミ
鑓
b
§
§
討
ミ
謡
謎
き
譜
、
Ω
囎
§
ミ
黛
§
U
o
『
ロ
ヨ
〇
三
き
・
＜
〇
身
詰
σ
q
U
5
＝
■
乏
魯
鳥
δ
「
俸
O
P
じ
d
9
。
。
”
ω
●
ω
ω
ρ
ω
り
ω

　
　
（
U
o
罵
鑑
ヨ
Φ
耳
Z
戸
記
ω
）
．

（
3
4
）
　
外
務
省
欧
亜
局
ハ
注
（
3
1
）
前
掲
書
二
九
六
一
年
版
）
、
五
〇
～
五
一
頁
。
同
前
書
（
一
九
八
六
年
版
）
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
。

（
3
5
）
　
い
巳
抽
8
曾
9
け
（
ω
o
冨
ヨ
。
困
）
も
．
一
8
∴
卜
。
刈
．

（
3
6
）
　
本
文
に
言
う
「
永
世
中
立
」
条
項
の
廃
棄
後
も
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
「
永
世
中
立
国
」
で
あ
る
と
、
（
中
道
左
派
政
党
で
あ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

　
　
社
会
主
義
労
働
者
党
ピ
簿
N
Φ
9
嘆
α
q
霞
ω
o
N
冨
房
仲
Φ
o
げ
〉
『
げ
8
巨
Φ
6
9
。
詳
虫
1
1
L
S
A
P
の
支
持
者
で
も
あ
っ
た
）
筆
者
の
友
人
バ
ト
リ
ッ
ク
．
ハ
イ
ソ

　
　
（
℃
讐
ユ
。
犀
嵩
虫
巳
氏
は
、
一
九
九
三
年
当
時
な
お
、
個
人
的
に
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
は
日
本
国
憲
法
第
二
章
（
第
九
条
）
が
、
自
衛
隊
の
編
成
後

　
　
に
、
事
実
上
、
法
規
と
し
て
文
字
通
り
の
実
効
力
を
伴
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
争
放
棄
の
「
宣
言
」
を
改
正
し
よ
う
と
は
し
な
い
日
本
国
民
と
、

　
　
同
質
の
政
治
意
識
に
依
拠
し
た
言
葉
で
あ
る
。
も
と
よ
り
改
憲
し
な
い
の
は
「
衆
愚
政
」
の
故
で
あ
る
と
、
い
と
も
簡
単
に
批
判
で
き
る
。
し
か
し
な

　
　
が
ら
、
現
状
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
れ
、
過
去
の
一
時
代
に
採
択
さ
れ
た
「
戦
争
放
棄
」
条
項
や
、
か
つ
て
実
効
力
を
持
っ
て
い
た
「
永
世
中
立
」
条

　
　
項
を
想
起
し
て
、
国
論
が
立
ち
返
る
べ
き
「
根
本
原
理
」
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
対
外
的
に
も
誇
り
う
る
。
そ
の
点
で
部
分
的
に
、
例
外
的
状
況
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欧州における独立国としての小国の地位（続）

の
下
（
〇
二
ω
轟
げ
ヨ
ω
≦
蝕
ω
9
で
は
、
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
意
義
あ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
と
な
る
。

　
一
九
八
九
年
一
二
月
目
マ
ル
タ
会
談
で
、
米
ソ
間
の
「
冷
戦
終
結
」
が
宣
言
さ
れ
た
。
一
九
九
三
年
八
月
以
降
、
日
本
で
は
政
権
交
代
が
生
じ
た
。

そ
の
後
、
次
に
来
る
べ
き
も
の
は
「
憲
法
改
正
」
で
あ
る
と
の
風
潮
が
、
一
時
的
に
せ
よ
見
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
冷
戦
終
結
直
後
の
一
九
九
〇
年
二

月
当
時
、
衆
議
院
で
一
三
六
議
席
を
占
め
て
い
た
、
護
憲
政
党
で
あ
る
野
党
第
一
党
・
社
会
党
が
、
第
一
に
、
選
挙
制
度
が
変
わ
り
、
第
二
に
、
五
二

議
席
を
占
め
る
民
主
党
な
ど
に
分
裂
し
た
に
せ
よ
、
一
九
九
六
年
「
○
月
に
は
旧
社
会
党
（
現
社
会
民
主
党
）
と
し
て
は
、
｝
五
議
席
に
ま
で
議
席
数

を
減
少
さ
せ
た
。
こ
の
点
を
考
え
併
せ
る
と
、
こ
の
「
憲
法
改
正
」
接
近
説
も
し
く
は
「
憲
法
改
正
」
待
望
論
は
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、
「
改
憲
」

は
一
九
九
八
年
一
月
現
在
な
お
実
現
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
当
該
「
憲
法
改
正
」
接
近
説
も
し
く
は
待
望
論
の
存
在
を
認
知
し
た
上
で
、

「
野
党
と
少
数
反
対
意
見
の
自
由
」
の
観
点
か
ら
、
以
下
に
十
二
の
原
因
を
記
し
て
分
析
す
る
。

　
日
本
の
場
合
、
政
権
交
代
が
部
分
的
で
あ
っ
た
、
と
い
う
【
政
治
機
構
論
上
の
理
由
】
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
に
、
【
（
西
）
ド
イ
ツ
と
比

較
】
す
る
な
ら
ば
、
野
党
S
P
D
（
1
1
社
会
民
主
党
　
中
道
左
派
）
へ
の
「
政
権
交
代
」
と
、
国
防
政
策
上
、
野
党
S
P
D
が
主
班
政
権
を
運
営
す
る

た
め
の
必
須
条
件
と
な
る
「
憲
法
改
正
」
は
、
結
び
付
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
発
足
の
W
・
プ
ラ
ン
ト
S
P
D
／
F

D
P
（
1
1
自
由
民
主
党
　
中
道
中
間
派
）
連
立
内
閣
に
先
立
っ
て
、
一
九
六
六
年
一
二
月
に
発
足
し
た
K
・
G
・
キ
ー
ジ
ン
ガ
ー
C
D
U
（
1
ー
キ
リ
ス

ト
教
民
主
同
盟
　
中
道
右
派
）
首
班
・
プ
ラ
ン
ト
S
P
D
副
首
相
兼
外
相
連
立
内
閣
が
、
一
九
六
八
年
六
月
に
憲
法
改
正
を
遂
行
し
た
。
そ
の
後
、
S

P
D
／
F
D
P
連
立
内
閣
は
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
ま
で
約
十
三
年
弱
の
間
、
存
続
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
全
面
的
政
権
交
代
（
8
け
巴
9
帥
昌
m
q
①

o
h
℃
o
≦
①
郭
8
け
巴
臼
竃
⇔
o
耳
≦
Φ
o
評
ω
①
一
）
と
、
日
本
の
一
連
立
与
党
の
一
部
に
旧
社
会
党
が
加
わ
っ
た
1
部
分
的
政
権
交
代
（
ロ
四
三
巴
6
訂
コ
①
q
Φ
o
｛

ロ
。
≦
①
「
蓉
①
一
一
≦
虫
器
「
ζ
o
o
耳
≦
①
o
評
ω
9
で
は
事
情
が
異
な
る
。
日
本
の
よ
う
な
部
分
的
政
権
交
代
で
は
、
必
ず
し
も
「
改
憲
」
が
絶
対
的
に
緊
要
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
旧
社
会
党
は
、
戦
後
の
日
本
の
国
防
政
策
を
追
認
し
て
、
一
定
の
譲
歩
を
見
せ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
反
共
主
義
国
家
（
西
）
ド
イ
ツ
は
、
東
西
に
国
家
が
分
断
さ
れ
、
東
西
冷
戦
の
境
界
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
韓
国
と
い

う
軍
事
的
緩
衝
地
帯
が
、
旧
共
産
圏
と
の
間
に
位
置
す
る
日
本
で
は
、
【
国
防
政
策
の
緊
要
度
が
低
い
】
。
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
れ
た
後
、
国

防
政
策
を
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
、
自
主
軍
備
を
考
え
て
こ
な
か
っ
た
。
今
後
も
日
本
が
自
主
軍
備
を
考
え
な
い
方
が
、
超
大
国
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、

日
本
国
内
の
米
軍
基
地
を
自
由
に
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
有
利
に
な
る
。
こ
れ
は
、
沖
縄
の
よ
う
に
悲
惨
な
事
例
を
除
く
と
、
日
本
に
と
っ
て
も
、
国

防
費
負
担
額
が
少
な
く
て
済
む
と
い
う
利
点
を
持
つ
。
こ
の
微
温
的
な
「
な
れ
合
い
体
制
」
は
、
比
較
的
長
続
き
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
日
本
の
政
権
交
代
は
、
政
権
の
中
枢
を
占
め
る
自
民
党
（
も
し
く
は
旧
自
民
か
ら
分
裂
し
た
保
守
勢
力
）
が
、
社
会
党
の
選
挙
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．

．

基
盤
が
事
実
上
崩
壊
し
た
前
後
に
、
過
渡
的
に
そ
の
残
党
を
受
け
入
れ
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
第
三
に
、
【
ス
ペ

イ
ン
と
比
較
】
す
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
ゴ
ン
サ
レ
ス
社
会
労
働
者
党
・
単
独
政
権
は
一
九
九
六
年
三
月
な
い
し
五
月
ま
で
十
三
年
以
上
も
続
い
た
。
そ

こ
で
、
一
九
八
二
年
一
二
月
に
発
足
し
た
ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
が
、
一
九
八
六
年
三
月
に
国
民
投
票
で
N
A
T
O
加
盟
存
続
を
勝
ち
取
り
、
左
翼
に
偏
重

し
な
い
こ
と
を
内
外
に
示
し
て
、
政
権
基
盤
を
充
実
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
（
若
松
隆
『
ス
ペ
イ
ン
現
代
史
』
（
岩
波
新
書
・
一
九
九
二
年
）
一
七
二
～
一

七
七
頁
。
）
ス
ペ
イ
ン
の
場
合
「
憲
法
改
正
」
で
は
な
い
が
、
一
国
の
国
防
制
度
に
つ
い
て
国
民
投
票
を
行
っ
た
先
例
と
し
て
参
照
し
た
。
要
す
る
に
、

（
西
）
ド
イ
ツ
で
も
ス
ペ
イ
ン
で
も
、
十
三
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
保
守
政
党
が
野
党
と
し
て
過
ご
す
た
め
の
備
え
と
し
て
、
憲
法
改
正
（
も
し
く

は
国
民
投
票
）
を
行
い
国
防
政
策
を
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
右
記
の
政
治
機
構
論
上
の
理
由
の
他
に
、
左
に
記
さ
れ
た
幾
つ
か
の
小
さ
な
原
因
が
あ
る
。

　
第
四
に
【
対
外
政
策
上
の
要
因
】
、
仮
に
、
具
体
的
な
「
改
憲
」
作
業
に
立
ち
入
る
な
ら
ば
、
旧
ソ
連
崩
壊
後
の
唯
一
の
仮
想
敵
国
で
あ
る
、
北
朝

鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
の
反
感
を
買
う
虞
が
あ
り
得
策
で
な
い
。
第
五
に
【
戦
後
史
の
禁
則
】
、
経
験
的
に
言
え
ば
、
右
派
が
「
改
憲
」

論
を
主
張
す
る
の
は
、
現
在
の
国
防
政
策
に
対
す
る
支
持
を
得
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
徒
に
政
争
を
惹
起
さ
せ
る
「
改
憲
」
作
業
に
は
入
ら
な
い

と
の
不
文
律
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
本
来
は
改
憲
論
者
で
あ
る
中
曽
根
康
弘
首
相
さ
え
も
が
、
冷
戦
下
の
彼
の
内
閣
で
、
「
改
憲
」
を
政
策
課
題
と
は

し
な
か
っ
た
。
第
六
に
【
冷
戦
の
遺
物
】
、
冷
戦
期
の
日
本
の
政
治
状
況
の
下
で
は
、
一
方
の
護
憲
論
が
親
ソ
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
で
あ
っ
た
た

め
、
他
方
の
改
憲
論
も
親
米
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
色
彩
を
強
く
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
対
立
軸
そ
れ
自
体
が
、

「
政
策
論
争
」
を
行
う
べ
き
冷
戦
後
の
時
代
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
は
未
だ
に
判
然
と
し
な
い
が
、

冷
戦
後
の
新
体
制
の
下
で
、
新
し
い
与
野
党
関
係
が
構
築
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
第
七
に
【
旧
野
党
第
一
党
の
存
在
意
義
】
、
社
民
党
は
自
衛
隊
を
容

認
し
た
。
だ
が
他
方
で
、
「
改
憲
」
阻
止
は
、
閣
外
協
力
を
行
う
社
民
党
に
と
っ
て
は
、
一
時
的
で
あ
れ
、
そ
の
存
在
意
義
と
な
っ
て
い
る
。
第
八
に

【
旧
左
派
の
理
論
的
空
白
領
域
】
、
ソ
連
邦
の
不
幸
な
崩
壊
の
後
で
、
旧
宗
主
国
を
失
っ
た
左
派
に
と
っ
て
は
、
「
改
憲
」
を
認
め
る
充
分
な
理
由
付
け
、

も
し
く
は
理
論
的
根
拠
が
全
く
出
来
て
い
な
い
。
か
つ
て
三
分
の
一
以
上
、
二
分
の
一
以
下
の
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
左
派
を
、
全
く
軽
視
す
る
か
、
ほ

と
ん
ど
無
視
し
て
「
改
憲
」
が
行
え
る
と
仮
想
し
た
の
は
、
右
派
の
思
い
上
が
り
で
あ
っ
た
。
第
九
に
【
短
期
的
要
因
】
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
か
ら
続
く

長
期
不
況
が
深
刻
な
時
に
、
無
用
な
政
争
を
強
い
て
、
緊
要
な
不
況
対
策
の
進
捗
を
妨
げ
る
こ
と
は
、
避
け
る
べ
き
と
の
判
断
が
働
い
て
い
る
。
第
十

に
【
儒
教
国
家
日
本
の
縮
図
】
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
五
年
以
前
の
軍
国
主
義
時
代
に
、
青
少
年
で
あ
っ
た
現
在
八
○
壁
代
の
人
々
（
1
1
祖
父

の
世
代
）
と
、
一
九
六
〇
年
代
の
安
保
闘
争
時
代
に
、
左
翼
学
生
で
あ
っ
た
現
在
五
〇
～
六
〇
歳
費
の
人
々
（
1
1
父
親
の
世
代
V
と
の
間
で
、
世
代
間

56



欧州における独立国としての小国の地位（続）

の
紛
争
が
惹
起
す
る
こ
と
を
、
日
本
国
民
が
望
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
日
本
の
長
老
国
家
秩
序
を
考
え
る
と
、
世
代
間
で
論
争
を
起
こ
す
「
お

家
騒
動
」
は
好
ま
れ
な
い
。
保
守
化
し
た
新
人
類
世
代
（
1
1
新
入
社
員
の
世
代
V
は
、
こ
の
論
争
で
は
何
れ
に
も
加
担
し
な
い
。
彼
等
・
新
人
類
は
傍

観
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
四
か
ら
十
が
、
橋
本
龍
太
郎
現
政
権
が
「
改
憲
」
を
具
体
的
な
政
策
と
し
な
い
、
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
第
十
の
【
世
代
間
論
争
】
と
も
関
連
す
る
が
、
第
十
一
に
【
不
可
逆
的
な
時
の
流
れ
】
が
あ
る
。
か
つ
て
軍
国
青
年
で
あ
っ
た
「
祖
父
の
世

代
」
、
す
な
わ
ち
憲
法
改
正
を
唱
え
る
翁
達
が
、
天
寿
を
全
う
し
て
世
を
去
る
と
、
「
改
憲
」
が
一
層
遠
の
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
に
は
「
改
憲
」
と

い
う
政
治
項
目
さ
え
も
が
忘
れ
去
ら
れ
る
一
時
期
が
来
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
改
憲
論
を
そ
の
生
命
線
と
す
る
強
固
な
一
世
代
が
消
え
る
か
ら
で
あ

る
。
第
十
二
に
【
政
治
的
安
定
性
】
の
問
題
が
あ
る
。
政
権
交
代
以
降
、
保
守
政
党
全
体
の
議
席
数
は
飛
躍
を
遂
げ
、
全
体
と
し
て
は
保
守
化
が
進
ん

で
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
に
わ
か
に
改
憲
論
を
醸
し
出
し
て
、
よ
り
一
層
国
論
を
右
傾
化
さ
せ
る
こ
と
が
得
策
で
は
な
い
と
の
、
自
制
力
が
保
守
政
党

の
側
に
働
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
民
主
政
治
の
安
定
性
の
根
源
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
か
ら
、
改
憲
を
議
事
日
程
に
乗
せ
な
い
で
い
る
。
も
と
よ
り
、

こ
の
第
十
二
の
論
拠
は
、
将
来
的
に
は
憲
法
改
正
が
実
現
す
る
、
と
の
前
提
の
下
で
の
み
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
法
律
が
制
定
さ

れ
て
以
降
、
時
間
が
経
て
ば
経
つ
程
、
当
該
法
律
が
改
正
さ
れ
る
可
能
性
は
高
ま
る
。
こ
の
一
般
論
に
従
え
ば
、
時
代
が
後
代
に
な
れ
ば
な
る
程
、
憲

法
改
正
の
蓋
然
性
が
強
ま
る
。
そ
こ
で
．
政
権
交
代
制
度
が
定
着
す
る
ま
で
、
改
憲
論
の
登
場
が
一
時
的
に
猶
予
さ
れ
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。

　
余
談
だ
が
、
仮
に
人
口
の
○
・
五
％
で
あ
っ
て
も
、
憲
法
維
持
に
生
命
を
賭
け
て
、
憲
法
改
正
に
決
死
の
覚
悟
で
反
対
す
る
「
過
激
派
と
そ
の
シ
ン

パ
」
が
い
た
と
す
る
。
す
る
と
、
日
本
の
よ
う
に
治
安
の
良
い
法
治
国
家
で
あ
っ
て
も
、
憲
法
改
正
作
業
と
対
決
す
る
強
固
な
反
体
制
勢
力
が
出
現
す

る
。
究
極
的
に
こ
の
場
合
、
日
本
国
内
で
は
か
っ
て
経
験
さ
れ
な
か
っ
た
「
疑
似
宗
教
戦
争
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
争
）
」
が
勃
発
す
る
。
そ
れ
は
危
険

な
修
羅
場
に
な
る
虞
が
あ
る
。
賢
明
な
る
政
権
担
当
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
態
は
避
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
後
一
〇
年
な
い
し
二
〇
年
以
内
に
、
「
改
憲
」
が
起
き
る
か
否
か
は
、
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
相
当
程
度
の
期
間
の
後
で
も
、

「
改
憲
」
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
以
下
の
【
第
一
の
仮
説
一
が
検
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
第
一
に
【
根
本
的
原
因
1
1
仮
説
一
、
世
論
調

査
で
は
な
く
世
論
操
作
に
よ
っ
て
、
よ
し
ん
ば
「
改
憲
」
論
が
過
半
数
で
あ
る
と
示
唆
し
て
も
、
国
民
の
堅
固
な
民
意
は
、
実
は
現
状
維
持
（
1
1
自
衛

隊
合
憲
論
お
よ
び
護
憲
論
の
共
存
）
で
あ
っ
た
、
と
の
認
識
が
判
明
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
と
。

　
さ
ら
に
【
第
二
の
仮
想
上
の
説
】
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
世
界
戦
略
上
、
在
日
米
軍
の
駐
留
が
不
要
に
な
り
、
日
本
か
ら
撤
退
す
る
な
ら
ば
、

如
何
な
る
状
況
に
な
る
か
、
と
い
う
仮
想
上
の
問
い
が
あ
る
。
【
仮
想
I
A
】
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
国
憲
法
の
「
改
正
」
を
撤
退
の
条
件
と
す
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る
な
ら
ば
、
話
は
早
い
。
日
本
側
も
日
米
安
保
条
約
が
廃
棄
さ
れ
る
直
前
に
、
「
国
民
投
票
」
を
行
い
軍
備
保
持
を
合
憲
化
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
米
軍
撤
退
の
交
換
条
件
と
な
る
「
改
憲
」
に
対
し
て
は
、
旧
社
会
党
（
旧
護
憲
派
V
も
、
そ
れ
に
反
対
す
る
道
理
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
米
軍
が

　
　
無
条
件
で
撤
退
し
た
【
仮
想
一
B
】
の
場
合
に
も
、
自
由
意
志
に
基
づ
い
た
「
憲
法
改
正
」
が
必
要
に
な
る
。
（
『
南
原
繁
著
作
集
』
第
九
巻
（
岩
波
書

　
　
店
・
一
九
七
三
年
）
＝
二
九
頁
を
参
照
。
）
な
ぜ
な
ら
、
軍
事
的
空
白
領
域
を
作
る
こ
と
は
、
一
般
常
識
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
か
ら
だ
。
但
し
、
こ
れ

　
　
ら
の
【
仮
想
上
の
説
】
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
コ
リ
ア
（
北
朝
鮮
・
南
韓
国
）
、
二
つ
の
中
国
（
中
共
と
台
湾
）
の
四
箇
国
を
巡
る
紛
争
の

　
　
解
決
が
、
必
要
不
可
欠
な
前
提
条
件
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
組
の
二
箇
国
間
で
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る
【
仮
想
未
来
】
に
お
い
て
は
、
日
本

　
　
の
軍
備
費
も
、
一
九
六
八
年
度
か
ら
一
九
七
五
年
度
の
八
年
間
の
対
G
N
P
比
国
防
費
の
実
績
（
平
均
値
）
で
あ
る
○
・
八
三
九
％
程
度
（
『
完
結
　
昭

　
　
和
国
勢
総
覧
　
第
三
巻
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
・
一
九
九
一
年
）
二
八
九
頁
、
図
表
1
7
1
6
9
を
参
照
。
）
に
、
抑
制
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
仮
に
、
【
第
｝
の
仮
説
】
が
続
く
期
間
を
今
後
】
五
年
程
度
、
【
第
二
の
仮
想
上
の
説
】
が
実
現
す
る
【
仮
想
未
来
】
を
、
四
〇
年
な
い
し
五
〇
年
後

　
　
と
仮
定
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
残
余
の
一
五
年
後
か
ら
四
、
五
〇
年
号
ま
で
は
、
徐
々
に
国
論
が
右
傾
化
・
保
守
化
し
て
い
く
時
代
と
な
る
。
そ
の
間
、

　
　
周
辺
国
の
潜
在
的
な
国
際
紛
争
は
解
決
さ
れ
ず
、
日
本
は
「
憲
法
改
正
」
に
ゆ
っ
く
り
と
近
付
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
現
実
に
、
国
民
投
票
を
経
て

　
　
「
憲
法
改
正
」
に
た
ち
至
る
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
悲
観
的
・
自
己
抑
制
的
な
雰
囲
気
が
具
象
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ

　
　
し
て
、
政
治
家
の
手
腕
が
最
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
直
な
き
状
況
」
の
中
で
「
夢
」
を
語
る
必
要
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
万
一
、
今
後
「
憲
法
改
正
」
が
行
わ
れ
て
、
憲
法
上
の
明
文
規
定
が
軍
備
保
持
を
合
憲
化
し
て
も
、
日
本
国
憲
法
第
二
章
（
第
九
条
第
一
項
）
に
定

　
　
め
ら
れ
た
、
戦
争
放
棄
を
掲
げ
た
一
九
四
六
年
＝
月
三
日
の
「
宣
言
」
（
”
一
つ
の
夢
V
の
効
力
は
、
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
ま
た
、
旧
社
会
党
が
自
衛
隊
と
防
衛
政
策
を
承
認
し
た
今
日
な
お
、
比
較
的
多
く
の
憲
法
学
者
が
第
九
条
第
二
項
の
「
戦
力
不
保
持
」
原
則
を
支
持
し

　
　
て
い
る
の
も
、
右
の
象
徴
的
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
永
世
中
立
宣
言
が
持
つ
政
治
的
含
意
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
、

　
　
日
本
国
憲
法
第
二
章
（
第
九
条
）
の
存
在
意
義
で
あ
る
。

（
3
7
）
　
拙
稿
、
注
（
1
）
前
掲
研
究
ノ
ー
ト
、
一
五
六
～
一
五
七
頁
。

（
3
8
V
　
ζ
9
。
一
〇
⊆
芝
Φ
三
〇
貫
．
．
↓
冨
O
田
巳
U
9
身
。
噛
い
＝
×
Φ
日
σ
o
霞
σ
q
、
、
－
（
Φ
e
＞
■
℃
・
じ
ロ
一
磐
ω
け
Φ
ヨ
＼
○
．
甲
霊
雪
N
、
9
蕊
職
ミ
§
蕊
9
ミ
鴨
9
ミ
蕊
ミ
題

　
　
ミ
ミ
恥
ミ
町
ミ
0
8
帥
昌
斜
閃
Φ
耳
§
曼
H
O
。
。
0
も
●
N
O
．
を
参
照
。

（
3
9
）
　
霊
9
お
三
息
①
ヨ
ω
こ
①
雪
・
冨
四
け
三
器
O
o
Φ
「
8
ρ
b
毯
9
§
尉
ミ
鳴
⑭
§
§
O
き
輪
ミ
蒜
轟
ミ
ミ
ト
§
鳴
§
ミ
鎖
O
「
o
ゆ
冨
旨
。
ぴ
q
ε
ヨ
ド
‘
×
①
ヨ
ぴ
霞
σ
q

　
　
ω
富
讐
ω
ヨ
同
巳
ω
8
『
ξ
ヨ
ぎ
h
o
門
ヨ
讐
δ
霧
・
‘
づ
血
勺
話
ω
ω
舞
ヨ
け
一
一
㊤
○
。
ρ
Q
D
．
刈
P
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（
4
0
）
　
芝
9
。
犀
Φ
「
＝
o
h
o
お
き
、
ご
§
貸
騎
。
鏑
ミ
騎
§
ミ
し
・
b
暮
ミ
§
§
器
N
㎏
二
軸
I
N
℃
へ
国
国
ω
o
げ
①
「
」
O
O
o
。
．
↓
m
二
ω
①
昌
負
H
㊤
㊤
ρ
ω
．
H
O
㎝
山
O
◎
U
o
『
己
ヨ
Φ
暮
①
㎝
㎝
・
ワ
ル

　
　
タ
i
・
ホ
ー
フ
ァ
ー
著
、
救
上
郷
繁
訳
『
ナ
チ
ス
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』
（
ぺ
り
か
ん
社
・
一
九
八
二
年
）
＝
二
九
～
一
四
〇
頁
。
こ
こ
で
C
．
シ
ュ
ミ

　
　
ッ
ト
は
、
テ
ロ
を
合
法
化
し
て
、
（
公
式
に
は
七
七
名
、
実
際
に
は
一
五
〇
～
二
〇
〇
尊
位
の
人
々
に
対
し
て
）
流
血
の
粛
清
を
行
っ
た
、
一
九
三
四

　
　
年
六
月
三
〇
日
の
事
件
に
つ
い
て
、
『
ド
イ
ツ
法
律
家
新
聞
』
（
九
四
五
～
九
五
〇
頁
）
紙
上
で
、
一
九
三
四
年
八
月
一
日
に
『
総
統
は
法
を
護
る
』
と

　
　
銘
打
っ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
擁
護
し
た
。
（
八
三
。
二
豆
Φ
け
ユ
。
げ
O
d
轟
。
げ
臼
－
象
帖
b
§
ぎ
ミ
b
隷
ミ
ミ
8
〈
①
二
蝉
σ
q
区
δ
O
窪
冨
ロ
臼
俸
≦
諄
鶉
『
b
．
〉
鼠
F
”

　
　
6
①
ρ
ω
』
O
卜
。
－
N
2
●
K
・
D
・
ブ
ラ
ッ
ハ
i
著
『
ド
イ
ツ
の
独
裁
1
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
七
五
年
）
四
三
四
～
四
三
五
、
四
三
七
頁
。
）

　
　
　
そ
の
際
に
、
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
個
人
的
に
最
も
「
政
治
的
な
る
も
の
」
で
あ
る
と
称
賛
し
た
国
家
の
捉
え
方
、
ひ
い
て
は
彼
の
国
家
観
・
権
力
観

　
　
（
一
つ
の
疑
似
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
は
、
事
後
的
に
見
れ
ば
誤
っ
て
い
た
と
、
現
在
の
時
点
か
ら
回
顧
す
れ
ば
判
明
す
る
。
し
か
し
「
仮
に
同
時
代
に

　
　
我
々
が
生
存
し
て
い
た
な
ら
ば
、
ナ
チ
ズ
ム
に
対
し
て
如
何
な
る
反
応
を
し
た
か
」
と
い
う
点
で
、
筆
者
は
自
信
を
持
て
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
冨
四
×

　
　
コ
。
胃
負
ミ
蛛
、
ミ
§
§
。
・
⑦
ミ
魯
魯
国
虹
σ
q
o
ロ
図
①
コ
房
。
げ
〈
〇
二
9
ひ
q
L
．
〉
自
r
隠
匿
9
M
・
ピ
カ
ー
ト
著
、
佐
野
利
勝
訳
（
第
三
版
の
邦
訳
）
『
わ
れ
わ
れ

　
　
自
身
の
な
か
の
ヒ
ト
ラ
ー
』
（
み
す
ず
書
房
・
一
九
六
五
年
）
の
表
題
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
権
力
欲
が
も
た
ら
し
た
（
過
去
の
）
悪
業
を
早
く
も
忘

　
　
れ
て
、
徒
に
権
力
を
指
向
す
る
右
翼
的
傾
向
、
つ
ま
り
、
国
家
（
的
な
る
も
の
）
を
疑
似
神
格
化
し
て
、
自
己
陶
酔
に
陥
る
心
理
学
的
な
傾
向
は
、
わ

　
　
れ
わ
れ
万
人
の
中
に
潜
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
「
悪
」
の
属
性
を
、
修
練
を
積
ん
で
い
な
い
基
督
教
徒
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
原
罪
」
で
あ
り
、
神
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
既
に
救

　
　
わ
れ
た
自
分
に
は
一
切
関
係
な
い
と
、
一
笑
に
付
す
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
（
竃
ゆ
×
芝
Φ
げ
Φ
5
ミ
識
馨
営
む
き
ミ
。
。
●
〉
三
戸
－
U
琶
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に
、
自
分
が
正
し
い
（
と
思
い
込
ん
で
、
正
し
い
）
意
図
を
持
っ
て
い
て
も
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か
ら
ず
常
軌
を
逸
す
れ
ば
独
裁
制
に
加
担
し
う

　
　
る
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の
が
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修
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熟
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。
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。
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り
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ば
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っ
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独
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り
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に
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し
う
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禁
欲
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に
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覚
す
る
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M
・
ピ
カ
ー
ト
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．
視
点
に
倣
い
た
い
も
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で
あ
る
。
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欧州における独立国としての小国の地位（続）

図表5　EU諸国の国防費の対GDP比率（1994年）の国際比較
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「
人
間
の
尊
厳
と
基
本
価
値
論
争
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
第
3
4
号
』
（
一
九
九
一
年
）
一
八
九
～
一
九
〇
、
二
一
二
頁
。

（
5
4
）
　
同
前
論
文
、
「
九
二
頁
。

（
5
5
）
　
阿
部
照
哉
・
畑
博
行
編
『
世
界
の
憲
法
集
』
（
有
信
堂
・
一
九
九
一
年
）
三
三
三
頁
。
O
δ
げ
①
昏
＝
■
固
β
。
昌
N
噛
、
．
し
d
色
ぴ
q
貯
巳
、
－
（
①
e
じ
U
冨
ロ
2
Φ
ぎ
＼

　
　
「
冨
コ
押
o
P
o
淳
（
ロ
0
8
ω
o
◎
）
一
H
㊤
。
。
㊤
も
』
●
宮
沢
俊
義
『
世
界
憲
法
集
（
第
四
版
V
』
（
岩
波
文
庫
・
一
九
九
二
年
）
七
一
頁
。

（
5
6
）
　
な
お
ド
イ
ツ
州
憲
法
上
の
「
野
党
条
項
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
英
国
の
政
治
機
構
に
お
け
る
与
野
党
の
建
設
的
関
係
（
2
）
一
H
・
フ
ァ
イ
ナ

　
　
一
の
論
考
を
手
が
か
り
と
し
た
比
較
分
析
1
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
5
4
号
』
九
一
一
九
二
頁
、
注
（
2
4
）
を
参
照
。

（
5
7
）
b
u
9
「
塁
。
ρ
9
N
ミ
箇
§
ミ
の
§
卜
§
§
ミ
鎖
b
口
猟
㎏
蔓
§
竈
亀
霧
ミ
b
o
愚
§
織
ミ
§
書
耐
ミ
智
強
勇
ρ
』
．
（
H
㊤
。
。
。
。
”
）
鴇
。
ぎ
①
＜
巴
蝉
ぴ
q
甲
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欧州における独立国としての小国の地位（続）

図表6二欧州の中立国（＝小国）8箇国の人ロ、国土の面積、GNP

　　　　　　　　　　一日本との比較一

オランダ王国

ベルギー王国

スウェーデン王国

オーストリア共和国

スイス連邦

フィンランド共和国

アイルランド共和国

ルクセンブルク大公国

人口1528万入

人口1004万8千人

人口869万1千人

人口786万2千人

人1］696万8千6百人

人口505万8千人

人口353万3千人

人口39万6千入

：世界54位

：世界73位

：世界81位

：世界85位

：世界90位

：世界103位

：世界121位

：世界160位

日本の12％

　　8．1％

　　7．0％

　　6．3％

　　5．6％

　　4．1％

　　2．8％

　　0，32％

日本の人口 1億2450万人 世界第7位

スウェーデン王国

フィンランド共和国

オーストリア共和国

アイルランド共和国

オランダ王国

スイス連邦

ベルギー王国

ルクセンブルク大公国

：面積44万9964km2

：面積33万8144km2

：面積8万3845km2

：面積7万0285km2

：面積4万1865km2

：面積3万9987．5km2

：面積3万0518km2

：面積2586km2

世界第55位　　　日本の119％

世界第63位　　　　　　　90％

世界第113位　　●　　　22％

世界第118位　　　　　　19％

世界第132位　　　　　　11％

世界第133位　　　　　10．6％

世界第137位　　　　　8。1％

世界第166位　　．　　0．68％

日本の面積 ：37万7750km2 世界第60位

オランダ王国

スイス連邦

スウェーデン王国

ベルギー王国

オーストリア共和国

フィンランド共和国

アイルランド共和国

ルクセンブルク大公国

：GNP3164億0400万ドル

：GNP2540億6600万ドル

：GNP2162億9400万ドル

：GNP2134億3500万ドル

：GNP1835億3000万ドル

：GNP962億2000万ドル

：GNP449億0600万ドル

：GNP142億3300万ドル

：世界第14位

：世界第17位

：世界第20位

：世界第21位

：世界第22位

：世界第33位

＝番外

：番外

日本の8％

　　6．5％

　　5．5％

　　5．4％

　　4．7％

　　2．5％

　　1．1％

　0．36％

日本のGNP ：3兆9266億6800万ドル 世界第2位

本図表は、Z）θ7　F㍑加7恥吻1〃呼野漉1996；November　1995，　Sp．97－8（Belgien），268

－9（Finnland），341－2（Irland），364－5（Japan），442－3（Luxemburg），491－2（Niederlan－

de），505－7（6sterreich），588－90（Schweden），592－5（Schweiz），954（Bruttosozia1・

produkt）．に基づいて、筆者が計算した。

なお、本来ならば、日本の管轄する面積には、領海12海里と（海底資源の採堀権を伴う〉

漁業水域200海里一日本の領海の面積＝総計約31万㎞、漁業水域の面積＝総計約361万
㎞、200海里水域の面積＝総計約429万㎞（『日本国勢図会’97／98』（国勢社・一九九七年）

六一頁。）一を含めて考えるべきであろう。
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5
β
o
ヨ
ρ
Q
o
．
㊤
o
o
－
8
●

（
5
8
）
　
例
え
ば
、
石
橋
政
嗣
『
非
武
装
中
立
論
（
増
補
）
』
（
日
本
社
会
党
中
央
本
部
機
関
紙
局
・
一
九
八
三
年
V
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
論

　
　
で
あ
っ
て
も
、
多
数
派
が
考
え
ら
れ
な
い
自
由
な
発
想
を
醸
し
出
す
限
り
で
、
（
政
権
担
当
責
任
に
は
及
ば
な
い
が
）
一
定
の
意
義
は
認
め
ら
れ
る
。

　
　
（
拙
稿
「
政
権
交
代
の
あ
る
民
主
国
家
に
お
け
る
野
党
観
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
4
3
号
』
（
一
九
九
一
年
）
八
○
～
八
一
頁
。
）
　
　
　
　
　
　
　
，

（
5
9
）
　
例
え
ば
、
両
超
大
国
・
米
ソ
の
勢
力
均
衡
の
下
、
欧
州
の
小
国
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
、
冷
戦
の
境
界
線
上
で
「
（
軽
）
武
装
中
立
政
策
」
を
採
り
、

　
　
対
G
D
P
比
で
見
る
と
一
％
以
下
に
ま
で
国
防
費
を
抑
制
し
（
図
表
5
を
参
照
）
、
労
使
協
調
に
よ
る
土
ハ
同
決
定
制
度
を
効
果
的
に
運
用
し
て
、
ス
ト

　
　
率
（
労
働
争
議
に
よ
る
就
労
日
損
失
率
）
を
極
限
ま
で
下
げ
た
と
い
う
、
模
範
と
な
る
一
つ
の
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
七
五
年
か

　
　
ら
九
三
年
の
年
平
均
で
、
雇
用
者
一
人
当
た
り
の
ス
ト
ラ
イ
キ
時
間
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
・
七
分
、
日
本
＝
二
・
八
分
、
ド
イ
ツ
一
六
・
二
分
、
フ

　
　
ラ
ン
ス
四
六
．
六
分
と
な
っ
て
い
る
。
（
大
西
健
夫
・
酒
井
農
史
編
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
』
（
早
大
出
版
部
・
一
九
九
六
年
）
九
四
～
九
七
頁
（
大
西
）
。
）

　
　
　
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
隣
国
ス
イ
ス
連
邦
で
も
、
ス
ト
率
（
労
働
争
議
に
よ
る
就
労
日
損
失
率
）
は
極
小
化
さ
れ
て
い
る
が
、
（
重
）
武
装
中
立
国
で

　
　
あ
る
た
め
対
G
N
P
比
国
防
費
は
二
・
○
％
を
記
録
し
て
い
た
。
（
拙
稿
、
注
（
1
）
前
掲
研
究
ノ
ー
ト
、
一
七
入
一
一
八
○
頁
、
注
（
2
5
）
。
）
し
か

　
　
し
、
こ
れ
ら
の
二
国
と
日
本
と
は
、
1
歴
史
的
経
緯
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
、
地
政
学
的
位
置
な
ど
の
1
国
情
が
違
う
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
ま

　
　
た
、
中
立
政
策
は
小
国
が
採
り
う
る
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
（
図
表
6
を
参
照
）
、
日
本
の
よ
う
な
中
規
模
国
家
が
そ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
と
り

　
　
わ
け
て
稀
有
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

（
6
0
）
　
拙
稿
、
注
（
1
）
前
掲
研
究
ノ
ー
ト
、
一
五
七
頁
。

（
6
1
）
∪
薗
冨
＼
↓
自
津
ρ
8
．
o
凶
e
（
昌
。
帯
じ
も
O
．
。
。
守
。
。
。
。
●
邦
訳
、
一
四
二
～
一
四
六
頁
。

（
6
2
）
　
∪
国
巨
＼
↓
ロ
津
P
8
’
o
F
（
昌
0
8
じ
も
戸
目
ω
h
．
■
邦
訳
、
一
八
七
頁
以
下
。

（
6
3
）
　
】
）
ロ
三
＼
目
目
津
ρ
o
P
o
搾
（
昌
0
8
目
）
も
戸
一
。
。
P
邦
訳
、
一
＝
六
頁
に
よ
れ
ば
、
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
に
は
、
恵
ま
れ
な
い
階
級
（
弩
ニ
ロ
匹
①
ぢ
ユ
＜
・

　
　
一
δ
ひ
q
①
α
o
冨
沼
）
が
事
実
上
、
存
在
し
な
い
の
で
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
社
会
的
な
連
帯
意
識
（
ω
o
ま
ロ
『
＃
巳
が
強
く
な
っ
て
い
る
」
。
つ
ま
り

　
　
「
現
実
に
貧
し
い
人
々
が
全
く
い
な
い
こ
と
」
は
「
小
さ
い
け
れ
ど
も
完
全
に
発
展
を
遂
げ
た
、
高
度
に
繁
栄
し
た
主
権
国
家
像
を
創
り
出
す
」
こ
と

　
　
に
貢
献
し
て
い
る
。
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